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入
る
危
険
性
も
潜
ん
で
い
る
可
一
い
」
と
、
自
立
精
神
の
強
さ
を
、
家
出

少
年
少
女
の
家
出
数
は
泊
加
の
一
途
一
少
年
少
K
の
静
織
の
特
徴
と
し
て
挙
げ

な
の
だ
が
、
彼
ら
は
、
阿
世
考
文
、
何
一
て
い
る
。

を
求
め
、

M
H

冊
目
世
話
て
(
マ
ン
ガ
宇
宅
d

一
ま
た
、
家
出
少
年
が
家
出
前
に
窓
識

に
し
て
)
街
へ
出
る
u
の
だ
ろ
う
か
。

一
し
た
「
家
出
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
得
に

「
家
族
に
心
配
を
か
け
る
」
と
い
う
一
な
る
乙
と
」
へ
の
回
答
の
ト
ッ
プ
が
、
「
向

こ
と
で
家
出
の
塞
お
あ
り
な
が
ら
忠
一
も
し
以
り
れ
ず
自
由
」

。
次
い
で

「面

い
留
ま
る
旧
制
A

口
が
少
夢
、
な
い
h
r
uい
一
白
く
遊
ぶ
」
そ
し
て
「
い
や
だ
っ
+
盗

品
、
あ
え
て

一
雪
飛
ぴ
安
委
一
去
に
別
れ
霊
伊
良
る
」
が
続
く
。

ら
の
意
識
を
、
「
律
荏
の
問
題
行
動
に
一
つ
ま
り
、
「
極
楽
鳥
派
」

「カ
ラ
ス

対
す
る
基
礎
資
制
」
(
文
部
省
)
は
こ
一
派
」
ル
ッ
ク
に
身
を
写
内
、
「
つ
ま
ん

う
指
摘
す
る
。

一
な
い
よ
、
向
か
お
も
し
つ
い
ζ
と
な
い
」

「
お
金
を
た
め
、
そ
の
日
そ
の
日
を
一
と
い
う
き
葉
じ
り
を
取
り
ト
げ
れ
ば

田
岡
山
間
に
牛
喜
る
」
こ
と
宇
天
生
観
と
し
一
軽
灘
、
官
一
え
の
H
ス
ネ
カ
ジ
リ
者
u
と

家
庭
は

「館
に
食
事
を
し
ず
設
る
と
三

一
笑
に
付
す
こ
と
も
で
き
る
が
、
彼
ら

ろ
」
に
過
ぎ
ず
、
親
と
の
話

K口
い
も
一
の
内
面
に
は
、

H
明
日
へ
の
希
望
が
な

「分
っ
て
も
ら
え
な
い
。
う
る
さ
い
」

一い
M

飲
に
現
状
逃
避
、
現
状
打
破
、
現

飛
踊
の
旅
立
才
り
も
、

一
歩
踏
み
誤
ま
れ
一
と
、
会
話
成
立
不
能
状
態
で
あ
り
、
「一

一
状
変
革
の
さ
さ
や
か
な
行
年
の
め
さ
め

ば
、
思
の
道
に
迷
い
、
一
加

・
被
寄
者
に
陥
一
人
で
生
活
し
ず
む
く
の
は
つ
ら
く
な
一
が
認
め
ら
れ
は
し
ま
い
か
。

の
芽
生
え
も

E
w
k
の
季
節
が
や
っ
て
来
た
。
夜
が
長
く
な
り
灯
火
が
人
恋
し
さ
を
怒
っ
と
、
東
京
の
盛
り
場
砂
さ
ま

よ
う
少
年
少
女
の
姿
が
自
守
彦
始
め
る
。
彼
ら
の
多
く
は
、
補
噂
さ
れ
塑
冗
へ
送
り
帰
さ
れ
る
。
な
か
に

は
、
犯
罪
に
雪
c
込
ま
れ
、
転
落
の
途
重
吉
る
ケ
l
ス
も
少
く
な
い
。
だ
が
、
解
り
一山
接
出
品
ι
思
い
と

Z
Eな
い
。
む
レ
ろ
、
家
出
少
年
少
女
の
数
は

mえ
る
ば
か
り
。
依
り
、
少
年
少
女
に
と
っ
て
家
出
と

は
向
ん
な
の
作
よ
ろ
う
か
。

逃
避
“
%
独
立
お
%

五
万
八
千
三
百
七
十
五
人
答
申
院
に

捜
索
願
が
出
さ
れ
た
家
出
少
年
の
総

数
。

(
五
四
年
版

・議
察
自
信
)
そ
の

う
ち
ん
弘
子
は
、三
万
九
百
三
十
じ
人
で
、

五
十
三
%
を
占
め
、
回
目
子
世
王
ま
わ
っ

て
い
る
。

家
出
の

V
Tク
は
、
夏
休
み
明
け
の

九
月
。
何
に
も
し
広
口
れ
ず
自
由
で
あ

っ
た
生
活
か
ら
、
時
間
刻
み
、
崩
挙
式
中
心

の
生
活
へ
の
、
不
適
応
、
反
発
、
峨
気

が
学
校
を
怠
け
、
は
て
は
家
出
に
走
る

理
由
だ
が
、
町
接
的
な
契
機
は
、

「父

兄
等
し
っ
「
教
師
し
っ

・に
み

食
う
寝
る
だ
け
の
家
庭
イ
ヤ

女
子
の
十
人
に
人
が
タ
餌
食
ψ

ら
れ
る
家
庭
、
学
校
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で

あ
る
。
家
庭
、
学
校
で
起
こ
っ
た
ト
ラ
ブ
ル

か
ら
逃
れ
る
逃
蹄
塑
家
出
が
、
六
五
・

六
%を
占
め
る
が
、
そ
の
区
四
、

「自

由
独
立
」
精
神
世
発
符
し
、
就
職
な
ど

何
ら
か
の
目
的
歩
持
つ
欲
求
指
向
型
家

出
が
三=一

・
四

%。

金
の
切
れ
目
が
、
家
出
の
切
目
と
い

つ
の
け
で
、
ほ
と
ん
ど
の
家
出
少
年
述

は
、
家
庭
、
学
校
に
復
帰
す
る
が
、
ふ

と
こ
ろ
淋
1

美
」
か
ら
、
窃
盗
な
ど
犯
罪

に
走
る
ケ
l
ス
が
、
千
三
百
十
一
人
も

あ
り
、
約
十
二
人
に
一
人
が
術
専
し
さ
れ

て
い
る
。

一方
、
犯
罪
の
被
笛
者
と
な
る
ケ
ー

ス
も
八
百
平
九
人
宍
そ
の
う
ち
、

九
一
・
七
%
に
当
た
る
七
百
六
十
人
が

交
子
。
女
子
十
人
に
一
人
が
被
留
に
あ

っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
、
「
売
春
ま

が
い
の
行
為
」

「深
夜
労
働
・
中
間
抑

取
」
で、

人
身
売
口
に
近
い
被
害
宇
受

け
て
い
る
。

若
き
血
糊
が
み
な
ぎ
る
少
年
期
、
「自

由
、
独
立
、
反
抗
」
を
胸
に
秘
め
、
家

庭
、
学
校
の
、
，
鉄
鎖
H
9断
ち
切
る

今
年
も
、
ま
た
「
動
物
袋
議
週
山
」

H
Q品
月
初
日
i
m却
日
が
や
っ
て
き
た
《

各
関
係
団
体
で
は
、
こ
の
時
期
に
動
物

愛
情
班
活
動
の
窓
議
を
徹
底
す
る
た
め
、

保
有
な
催
物
を
行
つ
。

こ
の
時
期
と
も
な
る
と
、
一
般
の
人

々
は
急
に
動
物
に
関
心
骨
持
ち
駒
め
、

金
魚
を
買
い
求
め
た
り
、
平
少
}
も
た
ち

に
せ
が
ま
れ
る
ま
ま
に
小
動
物
を
飼
い

始
め
た
り
し
が
ち
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
手
に
終
え
な
く
な
る
と
動

物
園
や
河
原
、
響
察
な
ど
に
恒
き
去
り

に
す
る
ケ
l
ス
が

mえ
て
い
る
そ
う

だ
。動
物
袋
一
議
と
は
一
終
向
な
の
か
。

ど
う
す
る
と
と
が
御
物
た
ち
に
と
っ
て

一番
、
幸
せ
な
乙
と
な
の
か
。

「
動
物
の
保
護
及
び
管
壊
に
関
す
る

法
律
」
が
出
来
て
五
年
。
東
京
都
で
は

「
東
京
都
動
物
保
護
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
す
る
聖
c
が
あ
る
。

生
命
の
尊
さ
と
動
物
を
創
・
つ
乙
と
の

人
間
と
し
て
の
義
均
そ
う
い
っ
た
も

の
を
百
円
縫
認
し
て
み
る
必
裂
が
、
今
の

社
会
風
糊
の
中
に
は
あ
り
そ
・
品
、

東
京
都
動
物
保
護

管
理
協
会

今
年
も
恒
例
の
「
乃
動
物
フ
ェ
ス
テ

ィ
パ
ル
」
を
開
催
す
る
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
人
と
動
物
の
調
和
:
さ
ら
に

な
か
よ
く
」
。動
物
愛
護
週
間
を
機
に
、

「
動
物
愛
授
と
適
正
な
管
理
に
つ
い
て

手
し
い
理
解
と
関
心
室
高
め
、
広
く
国

民
の
聞
に
御
物
混
識
の
気
風
を
招
来

し
、
生
命
世
嶋
監
・
友
袋
お
よ
作
平
和
の

白
JL 
/¥ 親
の
何
一
行
思
考
に
も
問
題

「
め
し
、
ヵ
ネ
、
う
る
せ
え
」
と
し
一
ネ
。
」

一っ
て
い
る
の
で
は
」
と
八
賀
さ
ん
は
疑

か
真
な
い
高
校
生
た
ち
の
重
量
一

「蓄

を

管

事

長

に

、
ア
パ一

間
差
げ
か

2
0

高
機
能
麻
艇
の
現
状
宍
杉
並
区
立
一

l
ト
書
り
与
え
て
や
る
。
で
、
子
供

一

ま
た
、
学
校
教
付
の
問
題
点
を
、
八

済
美
教
育
研
究
所
の
教
育
相
談
員
の
八
一
は
お
金
が
な
く
な
る
と
家
に
帰
っ
て
く

一
賀
さ
ん
は
、

「
い
わ
ゆ
る
非
行
少
年
と

賀
道
さ
ん
は
、
乙
う
話
す
。

一
る
ん
で
す
@
も
う
少
し
話

K
ロ
っ
て、

一呼
ば
れ
る
高
校
生
た
ち
が
、
た
む
つ
し

「
経
済
的
に
も
恵
ま
れ
、
両
親
が
揃
一
別
の
解
決
方
法
が
あ
る
と
恩
-
つ
ん
で
す

一
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
乙

っ
て
い
る
家
庭
で
多
〈
問
題
が
起
乙
っ
一
け
ど
ネ
」
介
Y
旬
。

一

に
は
、
心
理
学
を
や
っ
て
い
る
人
が
い

て
い
ま
す
ネ
。
父
親
の
無
関
心
に
較
べ
一
塑
若
様
れ
、
一
人
で
百
円
ら
せ
誕
百

一
て
、
結
機
、
話
し
合
い
手
に
な
っ
て
や

て
、
チ
ヤ
ホ
ヤ
甘
や
か
し
過
ぎ
る
母
親
一
一
労
も
味
わ
い
、
俣
野
が
広
く
な
る
と
も

一っ
て
い
る
み
た
い
r
。
信
頼
さ
れ
、
心
開

が
多
い
の
が
図
り
ま
す
。
宕
婦
に
平
供
一
い
え
る
か
、

「
め
し
、
ヵ
ネ
、
う
る
せ

一い
て
話
せ
る
教
師
が
、
学
校
に
少
な
い

の
棄
を
の
ん
で
し
ま
っ
。
例
え
時
一
え
」
の
議
不
能
状
態
の
解
決
に
は
、

一の
木
。」

と
指
摘
す
る
。
受
験
器
マ

笠
校
拒
否
引
事
し
者
二
の
男
の
子
一
果
た
し
て
れ
効
だ
ろ
っ
か
。

Z
lの完
ベ
き
さ
を
競
い
合
っ
て
る

宍
退
学
さ
ぜ
転
校
さ
せ
奇
転
校
先
一
「
勉
強
に
つ
い
℃
行
け
な
い
な
ら
、

一教
育
体
制
に
、ど
乙
ろ
u
が
見
失
わ
れ

で
も
ま
た
蛍
校
拒
否
。
学
校
へ
行
か
ず
、
一
塾
へ
通
わ
せ
れ
ば
よ
い
、
と
い
っ
た
、
一て
い
る
乙
と
世
喚
く
。
受
験
知
織
を
切

オ
ー
ト
バ
イ
管
さ
に
ア
ル
バ
イ
ト
し
一
何
故
曇
が
解
ら
な
い
の
か
と
い
う
問

一り
亮
り
す
る
学
校
に
乙
ぴ
五
せ
る
後

て
い
る
子
供
に
、
オ
ー
ト
バ
イ
を
買
い
一
い
返
し
抜
き
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
思
考
が

一ら
の
心
は
、
外
蘭
と
は
裏
腹
に
、
途
方

与
え
て
学
校
へ
行
か
ぜ
よ
う
と
す
る
。
一
子
供
を
ダ
メ
に
し
、
結
果
と
し
て
親
の

一も
な
く
総
存
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ち
ょ
っ
と
~
イ
ン
ス
タ
ン
ト
思
考
で
す
一
態
度
も
無
賃
任
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま

一ろ
う
か
。

敬老のBで賑わう多摩動物園で

創刊30周年特別企画

家
出
の
別
の
側
面
に
挙
げ
た
、
新
し
一
は
尽
き
な
い
が
、
今
の
家
庭
や
学
校
で
一
の
は
的
%
に
も
の
ぼ
っ
た
。
ま
た
、
レ
一

い
串同
年
の
め
さ
め
の
予
感
、
自
由
独
立
一
は
、
金
〈
、
向
も
目
僚
も
計
画
も
さ
だ
一
モ
ン
は
す
べ
て
復
数
の
カ
ピ
紡
止
剤
を
一

精
神
の
発
揮
女
千
葉
の
少
年
セ
ン
タ
一
ま
ら
な
い
か
ら
乙
そ
、
家
出
と
い
う
行
一
使
っ
て
い
た
。

一

ー
が
書
し
た
実
例
か
完
工
?
を
一
動
を
通
し
て
、
計
画
を
安
立
て
民
そ

〈

国

票
ん
き
つ
類
〉

一

「長
い
夏
休
み
が
終
わ
っ
て
卓
志
な
一
う
と
彼
ら
な
り
の
努
力
を
し
て
い
る
の
一
カ
ピ
防
止
刑
は
検
出
さ
れ
な
か

っ

一

い

弓

宮

一の
お
子
一
人
と
、
中
三
で
は
な
い
戸
与
品
。

一

だ

一

中
一
の
到
の
子
一
人
ず
つ
宏
ロ
わ
せ
て
一

i
l
i
l
i
1
1
1
1
1
一

〈市
阪
の
か
ん
き
つ
類
加
工
食
品
〉

一

三
人
が
、
家
出
を
相
談
。
次
の
よ
う
に
一

1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
J
一
輸
入
品
の
ジ
ュ
ー
ス
、
マ
l
マ
レ
1
一

計
幽
を
立
て
る
。
東
京
へ
行
っ
て
ア
パ

一

一

一
一
ド
か
ら
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
原
一

l
ト
書
り
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
程
二

ka

--=斜
馬
入
か
ん
き
量
産
用
し
た
と
一

中
ニ
の
男
の
子
が
土
方
を
し
て
緩
い
で
一
一

F
、

.

和
対
一
一
思
わ
れ
る
国
産
マ
ー
マ
レ
ー
ド
や
ピ
l
一

二
人
を
面
倒
み
る
。
交
の
子
は
家
事
を
二

3
…
一
…

つ

二
ル
類
の
中
に
は
D
Pが
残
存
し
て
い
る
一

中
一
の
一明
の
子
は
新
聞
配
達

P
Z」
れ
一
一

-r
…
7
…

き

二
乙
と
が
わ
か
っ
た
。

一

ぞ

れ

の

喜

章

一人
告
せ
て
、

三

一

-rLん
二
審
・
調
理
に
お
け
る
、

E
一

万
円
位
。
だ
が
匁
日
市
存
へ。

一
一

丸

町

…
者
…

か

二
止
剤
の
残
・
溶
出
テ
ス
ト
〉

一

溶
け
し
た
当
日
、

デ
パ
ー

ト

系

導

二

J

，
4

…
費
…

に

二

会
洗
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
お
ち
な
い
一

員

、

家

族

が

主

取

り

に

来

;

二

H
明

ふ

二

合
レ
モ
ン
テ
ィ
に
も
レ
モ
ン
の
宮
一

一
-

・'
f
-

一
R
μ
-

ば
困官

一

-

一

躍
中
断
さ
れ
た
。
一
三
人
の

護

軍

二

ヰ

湖

北

…

4
二

み

つ
漬
に
も
、

3
純

書

出

し

た

一

二

際
比

ν
…

京

一

、

二

一

は
?
、
特
に
中
三
の

お

言

、

二

川

一
不
正
二
合
手
作
り
マ
ー
マ
レ
ー
ド
に
も
D
P
一

病
気
の
父
と
一
天
暮
し
の
生
活
。
与

一

一

ヲ

L

u
・

咽

二

接

存

し

て

い

た

一

し
、
ぎ
に
は
、

w
め
し
、
ヵ
ネ
、

ぅ

二

内

〈

二

議

主

で

あ

る

の
編
集
も
の
一

る
戸
や
さ
は
な
い
。
あ
る
の
は
、
二

ヵ

二

カ

ピ
防
止
剤
の
使
用
を
許
可
さ
れ
お
一

と
て
つ
も
な
い
拶
で
あ
り
、
た
く
ま
し
一
「
1
1
1
1
1
111
1
1
1
1
L
一
入
か
ん
き
つ
類
、
も
》
志
と
黒
字
減
ら
一

い
山
発
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
新
し
い
一
都
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
は
、

主
婦
連
一
し
が
目
的
で
働
入
さ
れ
、
深
加
物
の
安
一

め
ざ
め
の
予
感
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
合
会
、
来
京
都
地
域
消
賞
者
団
体
連
絡

一
全
性
は
て
の
次
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
一

計
酬
を
市
山付
し
て
い
た
ら
、
m
恨
の
餌
食

一
会
、
日
本
消
役
名
迎
魁
、
必
京
都
地
域
一

う
か
。
相
乗
り
怒
件
の
心
配
も
あ
り
、
一

に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
犯
罪

一
婦
人
団
依
連
盟
、
家
庭
栄
養
研
究
会
の

一
消
資
者
mv心
配
は
つ
の
る
ば
か
り
特
一

の
加
・
被
管
者
に
転
落
し
て
い
た
か
も
一
協
刀
宇
得
て
、
か
ん
き
つ
類
及
び
パ
ナ
一
に
輸
入
か
ん
き
つ
類
の
果
皮
は
避
け
た
一

し
れ
な
い
。

一
ナ
の
カ
ピ
防
止
剤
に
関
す
る
誌
ロ
テ
ス
一
方
が
よ
い
よ
う
で
す
と
い
う
結
諭
だ
一

だ
が
、
似
の
問
題
は
、
響
第
が
狼
狩
一
ト
9
待
っ
た
。

一
ー
ー
ー

'
1
14
?』
a
ll
l

一

り
す
れ
ば
よ
い
の
で
、
宇
り
は
現
実
の
一
現
在
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
、
レ
モ
一

官
官
肯

昌
策
と
か
文
ん
f

一

荒
波
に
も
ま
れ
な
が
ら
成
長
し
、
親
に
一
ン
、
オ
レ
ン
ジ
に
は
、

D
P
(フ
ジ
エ

日
一

U
J
と
か
は
、
不
思
議
な
面
白
一

対
し
て
も
H

落
と
し
て
の
新
し
い
関
て
一
ル
)
、

o
p
p
(オ
ル
ト
フ
ェ
ニ
ル
一

一

制

一

さ

と

聖

喜

っ
て
い
る
一

係
u
を
結
語
・
息
子
に
な
っ
て
哩
一
フ
ェ
イ
ル
)
、

T
B
Z
(チ
ア
ベ
ン
一

一

子

一

と

号

。
い
ま
占
い
プ
l
一

て
き
た
か
も
し
れ
な
か
」
と
セ
ン
タ
ー
一
ダ
ゾ
!
と
の
三
患
の
防
止
剤
が
使
一

一

-vて
て

「毒

殺

」
な
る
一

で
は
む
レ
議
極
的
な
棄
を
見
出
そ
一
塁
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
昨
年
一

「

ル

一

義
実
在
影
響
力
を
一

う
長
え
て
い
る
。

一
八
月
に
許
可
さ
れ
た
T
B
Zは
、
ヵ
ン
ニ

剣

一

待
っ
て
い
る
よ
-つ
だ
が
、
一

「
家
出
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
か
ら
一
キ
ツ
罪
げ
で
な
く
、
バ
ナ
ナ
に
も
使
一

f
ー
に

こ
れ
も
、
そ
の
{
占
(
づ
一

先
の
自
僚
も
計
尚
も
な
け
れ
ば
、
何
も
一
周
さ
れ
て
お
り
、
添
加
物
と
し
て
指
定
一
ら
)
介
語
感
か
ら
来
る
心
理
的
作
用
が
一

得
る
も
の
は
な
い
」

「長
へ
仔
く
な

士

Z経
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
一
あ
ず
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
予
一

故
郷
を
守
れ
」
「
家
出
す
る
な
ら
、
ぉ
一
使
用
実
態
が
切
C
れ
て
い
な
い
の
が
混
一
供
の
頃
、
シ
リ
取
り
遊
ぴ
が
楽
し
か
っ
一

母
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
伝
付
っ
て
あ
げ
一
状
で
す
。

一た
1

「
ス
ズ
メ
メ
ジ
ロ
ロ
シ
ヤ
一

る
」

「
衝
動
を
い
ま
し
め
よ
」
「
東
京
一
今
回
の
テ
ス
ト
は
、
ヵ
ピ
防
止
剤
の
一
ヤ
バ
ン
コ
ク
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
キ
ン
一

が
何
さ
」
な
ど
、
「
あ
る
が
ま
ま
の
現
一
検
出
、
洗
浄

・
調
理
時
に
お
け
る
残
存
一
タ
マ
マ
グ
ロ
フ
ァ
ン
ド
シ
シ
メ
一

実
」
宇
捨
て
「
望
ま
し
い
現
実
」
を
追
一

・
浴
出
。
テ
ス
ト
品
目
は
、
紛
入
か
ん
一
テ
テ
コ
チ
ャ
ン
ボ
ン
ボ
ン
ヤ
リ
一

い
求
め
る
少
年
少
タ
へ
の
響
告
の
言
葉
一
き
つ
類
が
制
点
、
国
産
か
ん
き
つ
類
が
一
リ
ク
グ
ン
ノ
ノ
ギ
サ
ン
ガ
ガ
イ
セ
一

一
6
点
、
バ
ナ
ナ
が
叩
点
、
市
販
の
か
ん
一
ン
ス
」
で
殿
初
の
ス
ズ
メ
に
反
る
と
い
一

一
き
つ
頬
加
工
食
品
(
ジ
ュ
ー
ス
、
マ
l
一
っ
た
も
の
で
、
い
ま
で
も
わ
れ
な
が
ら
一

一
マ
レ
l
ド
な
ど
)
が

U
闘
で
、
合
計
れ
一
意
味
不
明
な
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
場
r
T

一

一
点
れ

一
一
が
生
き
生
き
し
て
て

υ吋
た
り
が
楽
し
一

一
〈輸
入
か
ん
き
つ
類

・
バ
ナ
ナ
〉

一
く
、
向
辺
も
大
き
な
声
で
山
問
返
し
た
も
一

一

T
B
Z
H紛
入
か
ん
き
つ
類
全
体
で
一
の
で
あ
る
呪
文
〈
じ
申
も
ん
)
な
ど
一
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ド喜1;:は動物た出心のふれあ

。デ

~h径

3i白4日

-秋の住宅金融公庫融資、10月1日(月)より受付開始。

ただいま、全国の〈富士〉で申込用紙をお渡ししておりますのてお早目にEうそ:

号lき上If幅

年平116.25%(0.75%) 

年利6.(附%(0.75%) 

年平115.25%(0.75%) 

判 14.∞%(0.75%) 
年利2.()()O~ (0.5%) 

8月13日からの新しい預金利率

定期預金 2年もの

l年もの

6ヵ月もm
3ヵ月もの

普通預金

富士の定期預金

ー創業1880年一一一
酬の④ -塁置蓋芸置B

普通預金のご余裕分は、有利な定期へ。

8月13日からの預金利率アッフ。て定期預金

がいっそう有利にご利用いただけるようにな

りました。たとえば、 10万円を1年間お預け
現誕

の場合のお利息iえ普通預金では2，000円、

I年定期なら61∞0円(⑨級L丸抱こ4，000円
もの差になるのですL

この機会に、普通預金の通帳をもういちど

ご覧になっ亡ご余裕分はお早目にお利息の

有利な定期預金になさってはいカ吻町'しよう。

実り大きく
たくわえの 。
有利になった定期預金て:たくわえ大きく。 翼民普通預金のお利息はそのつどお受付取りとして計算。
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忠
義
う
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乙
と
を
士
宮
と
し
、
「
動
白

'Tで
行
わ
れ
た
ド
川
幸
夫
氏
の
講
護
軍
最
副
コ
ン
ク
ー
ル
」

「動
物
愛
後
4
時
。

物
の
保
波
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
話
に
引
き
続
き
、
各
所
で
段
々
な
催
物
議
功
労
者
な
ら
び
に
功
労
動
物
の
表
問
刷
所
・
・
:
例
制
岡
市
南
市
民
セ
ン
タ
ー

「
東
京
都
動
物
の
保
灘
及
び
管
理
に
関
が
行
わ
れ
る
。

彫
」
な
ど
動
物
袋
議
前
動
の
磁
波
に
幅
動
物
愛
護
功
労
者
お
よ
び
功
労
働
物

す
る
条
例
」
(
ベ
ッ
ト
条
例
)
等
の
周
当
堅
吾
、
生
命
を
持
ぴ
、
生
き
も
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
る
。

表
彰
式
、
ポ
ス
タ
ー
民
、
作
文
コ
ン
テ

知
徹
底
を
さ
せ
る
の
が
目
的
。

の
を
慈
み
、
互
い
に
助
け
合
う
心
を
人
動
物
ポ
ス
タ
ー
皮
ス
ト

日
時

-
Q
角
お
日
(
臼
)
叩
時
i

m
同
士
の
み
な
ら
ず
万
物
の
生
命
を
時
日
時
-
i
Q
角

n
H
i幻
白
川
時
日
時
・

n
立
月
お
臼
(
臼
)
午
後
3

4
時

〈雨

天

決

行

〉

ぶ

こ

と

。
ま
た
、
人
聞
は
、
普
か
ら
動

1
6時
。

(日
時
1
4時
・
各
級
シ
ョ
時
1
4
時

ワ

)

場

所

F

ム
ニ
絡
本
居
(
日
本
編
)
田昌

f
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、
、

h
h
y
n
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Aaf--
道

場
所

三
越
本
后
(
日
本
編
)

上
野
外
劇
腸

作
カ
動
物
斤
弘
幸
ゼ
よ
u

jrum組問
ま

で

ミ

艮

動

物

フ

ェ

ア

要

素

ス

タ

l

働
物
愛
機
に
関
す
る
講
演
と
映
画
の
日
時

'q角
初
日
i
M日
午
前

催

し

を

通

じ

て

考

え

よ

う

作

品

開

諸

問

時

勺

町

後

計

座

セ

ブ

ン

(

銀

座

)

映

画

会

)

な

お

、

=一
越
と
束
歩
調
融
殴
セ
ブ
ン
の

余
場
西
武
百
貨
后
池
袋
后
阜
よ
物
の
恩
恵
者
受
け
て
い
る
こ
と
、
そ
し

A
日
時

-
e
q角

n日
午
後
2
時
1

各
会
場
で
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
絵
本

主
な
仔
事
:
・
:
・
ひ
と
介
P}う
ぶ
つ
の
て
、
長
い
歴
史
の
中
で
一
共
存
共
栄
の
関

6
時

宇

配

布

し

普

及

活

動

に

つ

と

め

る

。

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
、
子
犬
、
子
猫
な
係
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
単
に
動
物
虐
待
場
所
・
:
東
京
都
千
代
田
公
会
堂

¥

¥

ど
の
H

里
親
さ
が
し
u
な
ど
。

の
防
止
だ
け
で
な
く
、
そ
の
福
祉
の

m
B日
時
・

9
月
幻
臼
午
後
6
時
1

¥
以
同
y
l
u
w
/

1
J

進
を
図
る
こ
と
p
r
b
穆
盲
と
し
て
い

9
時

。
↓
A
町
副
剛
1
叫

匙

日

本

動

物

愛

護

協

会

ぺ

大

込

4
.
¥

場
所
-ee---
揃
和
市
均
玉
会
館

/
正
、
r
4
1州、

去
る
q
角

ω日
に
川
村
学
園

t
東
京
今
年
で
四
回
目
毒
え
る
「
動
物
愛

C
日
時

9
月
お
口
午
前
m
i午

!



九
一
正
な
の
で
い
つ
や
っ
て
左
暗
中
経
岨
作
業
制
ゼ
の
e
r
」
ま
で
あ
ろ
う
が
、

さ
姐
円
み
た
い
な
も
の
で
す
が

l

l

そ
こ
に
は
う
さ
ぷ
恥
ら
犬
や
ら
も
何

口
生
物
悼
の
胎
富
山
お
か
ら
聞
や
し
っ
て
い
下
主
主
古
里
出

U

害
時
選
世
の
な
い
中
に
こ
モ
麿
し
た
ば
か
り
事
で
「
祭
苦

行
要
員
た
し
つ
つ
あ
る
績
が
ゐ
陸
躍
な
の
で
、
な
ん
と
守
岡
れ
く

自
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
‘
A
人
は
た
さ
い
ん
ぜ
す
」
な
ん
で
い
っ
て
ち

だ
半
自
の
長
い
十
藍
白
子
七
を
照
雄
作
に

l
l
北
ん
訪
の
こ
と
と
這
え
ば
比
知

ピ
ン
で
止
め
て
、
げ
勺
そ
り
L
P
妻
、

も
r

一
つ
生
ま
れ
た
か
な
リ
と
国
い
な
た
。
地
蔵
え
は
2
8
車
両
崖
は
帝
王
山
明
だ
っ
た
と
い
う
。
そ

あ

屋

南

去

っ

て

い

る

気

宅

島

主

つ

め

て

い

る

の

で

£

‘

が
や
主
宰
が
な
か
な
か
か
け
ら
れ
が
多
い
ん
で
と
ん
な
化
慣
が
唱
り
立
れ
に
も
閉
し
τ
聴
い
た
の
は
同
時
障
す
る
.

手

え

に

も
か
か
わ
ら
ず
、
植
皮
の

a

な
い
h

つ
ん
で
す
と
い
石
川
も
な
い
言
で
も
う
酬
い
て
い
婦
に
曲
刺
(
じ
ん
)
各
陣
の
持
も
と
に
断
れ
る
筆
Z
F
出

u

h

f

j

g
m
u
H
が
心
瞬
間
苫
の
下
草
ん

一
十
代
の
撃
に
襲
撃
事
的
て
、
石
川
陸
の
八
月
ポ
に
は
事
ち
?
と
も
弘
え
な
い
の
に
、
よ
く
ま
咋
た
ち
時
ま
れ
に
見
宝
物
に
惜
一

u
wJ
J
i
一
)
併

五
日
自
民
主
て
主
っ
た
嵯
五
古
屈
の
重
一
指
矩
大
に
人
つ
で
毘
草
る
と
い
う
。

君

な

ん

を

取

組

め

-

ゐ

ね

」

と

し

て

口

叶

遥

の

務

官

主

主

一
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の

で

、

向

古

川

恨
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と

い

う
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喜

め

て

警

の

u

z

a

f

霊

碑

守

護

を

つ

く

と
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し
て
州
ぞ
い
っ
た
り
す
日

ι》
ぃ

ベ
.
干
「

り
が
あ
る
ま
で
は
‘
友
人
の
出
産
出
し
し
ぶ
っ
て
い
る
長
貧
民
と
興
作
品
事
つ
の
は
J
う
毛
「
E
向
う
主
は
、
あ
き
白
め
て
る
の
だ

}

z

d

y
-

Z

つ

語

宗

主

手

去

植
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ら
い
や
佐
L
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か
け
モ
び
れ
て
い
と
古
川
し
た
い
思
い
に
か
ら
れ
た
u
「
山
亜
祖
い
に
剛
ら
れ
手
主
i
r
あ
な
い
っ
己
な
い
ん
だ
か
ら
勺
て
の
で
)
家
宅
一
置
と
な
い
こ
と
足
か
4
1
1
〓
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し
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1
k
p

議
酷
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っ
た
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ら
叩
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イ
ン
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ビ
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ア
ー
の
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け
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、
告
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寝
て
い
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帯
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屈

し

て

お

こ

う

と
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っ

て
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文

r

l
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つ
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っ

に

刀

の
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つ

か

な

い

怯

足
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た

い

な
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H

h
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F

細

川

、
品

位
け
た
よ
吉
な
、
を
れ
で
も
岳
山
心

酔
h
F
'
島
.
，
‘
h
F
.
，
、
‘
.
・
・
戸

H
I
'

、
・
a
'

の
古
川
き
蛤
め
た
の
を
す
が
、
桔
届
一

可

配
型
車
L

高
ミ

z
i

E
L
n
d
t
E
p
b
、ZEE
-

、

可

戸

」

サ
ボ
ッ
て
世
し
ふ
附
け
ず
、
E

砕

し

セ

嘉

手

・

3
P

E
巨

h
U
ヨ
q
生
T
，a

口

2
2ょZ
っ

ち

を

一

一

三

'

て
つ
け
ま
し
た
」

オ

目

E

E

t

a

-

-

J

J

、

ぞ

苧

νい

な

と

思

っ

て

い

た

の

て

蜘

ν

μ

し

げ

日

付

日

清

紅

白

川

止

む

に

止

ま

れ

ぬ

製

作

叫

す

新

主

け

主

事

u

章一一

V
4
0
J
Jふ

-仰

い
訪
日
日

1
2
5

一無
事
出
産
に
ひ
と
安
心

…
野
町
民
誌
が
…
…
長
ペ

J
J

岡
崎
市
に
あ
る
U
彫

の

作

業

制

問

る

U
培
は
ま
た
と
な
い
植
k
n
身

の

幽

J
F、
，

L

'

地
の

}
間
有
あ
ぐ
一
日
中
に
か
か
主
が
あ
る
訳
で
は
な
い
の
で
互
い
ん
防
認
さ
商
高
ま
う
に
し
て
宮
白
身
寄
く
く
り
ぬ
け
た
苗
揮
ま
り
ゆ
く
爆
を
そ
た
に
温
い

通

遇

、

え
込
町
4
つ
に
し
て
地
置
を
臨
時
っ
て
に
己
軍
少
な
に
別
れ
セ
そ
の
時
、
る
ん
で
す
。
あ
ん
ま
り
位
く
と
い
く
が
返
3
4
2
る
。
時
日
え
ち
ゃ
く
と
な
い
。

一
一
』
ー
頃

い
有
仕
事
砂
子
る
時
白
書
と
、
コ
ン
ブ
ん
で
す
が
乳
が
あ
ま
り
出
お
き
て
か
、
輯
色
白
県
豊
憲
〈
掘
を
|
l
倒
産
申
か
ち
ゃ
ん
が
華
人
に
な

っ

引
の
酷
人
さ
ん
に
雪
た
存
~
-
レ
ッ
サ
1
9
h
間
二
~
チ
y
パ
ー
で
ど
円
」
臨
時
る
ウ
ミ
?
F
γ
問
、
山
芸
町
民
る
か
プ
ス
に
な
る
か
非
常
に
日
に
し

司

入
、
復
職
人
E
て
働
い
て
い
る
岳
を
昨
る
作
業
が
由
子
?
?
T
ャ
炉
、
h
「
そ
ん
な
に
し
モ
い
い
の
9
」
血
辺
の
官
ぞ
か
え
し
て
は
君
主
て
い
ま
す
が
.
し
か

b
え
な
7
1
，

が
あ
ま
り
に
時
々
と
し
て
い
る
の
可
申
を
岨
っ
て
川
肺
に
な
る
心
配
と
「
止
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
の
彦
島
っ
E
1
7
E
の
、
由
る
勺
と
に
な
る
と
L
で
も
赤
ん
悶
の
高
閣
つ
ら
白
人
か
ら
二
，
す
ぐ
削
作
柄
勘
を

と
っ
括
合
訪
の
だ
そ
う
か
と
い
屈
っ
か
、
制
崎
L
P
J
柚
か
り
の
植
皮
の
仕
で
」

L
P
点
嵐
山
川
石
を
通
し
τ
い
由
っ
て
て
の
は
キ
ラ
守
フ
L
τ
い
て
、
B
L
や
め
て
育
児
に
専
念
し
な
さ
い
。
さ

た
も
の
だ
切
と
、
受
胎
し
た
叫
匝
臨
シ
あ
帖
渇
し
た
た
和
な
こ
と
歩
来
ソ
y
と
い
く
る
。
い
る
と
牛
ん
か
血
闘
の
穴
が
グ
ス
ン
グ
も
な
い
と
貨
伐
の
岨
は
t
t
h
少
仇
と

仕
E
は
、
私
が
閉
め
て
曹
い
た
小
へ
の
臨
書
唱
と
の
不
安
が
訊
を
か
す
う
。
間
出
品
局
か
ら
唖
り
が
来
た
。

ス
ン
L
テ
長
》
ま
す
ー
ー
な
る
壬
し
よ
う
P

と
い
う
手
紙
争
画

且

を

間

ん

き

れ

て

い

丈

白

川

叶

が

め

有

右

と

い

う

何

世

井

清

闘

に

あ

ノ

zー
ー
い
つ
も
の
こ
と
で
す
が
冊
入
し
お
産

で

ま

先

輩

の

犬

ι
兎
い
ま
し
た
一
己
れ
が
ド
主
の
非
行
少

ふ
っ
き
五
な
い
で
い
る
も
の
と
通
じ
t
附
よ
か
、
石
の
上
に
じ
か
に
担
も
い
え
る
駅
惜
劃
靭
が
a
h-フ
E
的
)
叫
べ
た
と
た
ん
・
あ
あ
駄
H
F
』
な
あ
i
h
%
か
と
、
お
す
も
う
辛
九
申
よ
う
な

る
所
が
あ
っ
τ
睦
亮
さ
れ
た
左
い
を
下
し
て
の
仕
引
の
陣
陪
は
、
や
は
い
て
い
る
4
つ
な
世
間
タ
の
作
品
に
向
と
‘
ガ
ク
ァ
ょ
し
て
ま
晶
、
ど
太
つ
や
簡
を
つ
く
づ
く
眺
拍
手
し
た

2
ふ
う
な
こ
と
を
事
望
長
つ
り
廿
置
を
躍
に
さ
せ
で
い
て
、
出
か
わ
さ
れ
亙
時
が
、
や
は
り
一
塁
さ
ん
掛
け
て
明
暗
さ
ぜ
て
唱
と
予
が
、
少
し
胞
も
立
ち
ま
す
o
j一
製
作
な

(2) 

桃川

市黙i
協大
組蒲

易産
懇加
談工

%「会業

〈木曜日〉

人
原
市
梢
資
生
盤
u
理
化
協
畠
(
宮
地
世
子
会
甚
、
引
力
六
聞
人
団
揮

で
桔
晴
‘
金
一
u
四
十
五
万
)
古
は
俊
助
金
圃
で
あ
る
各
団
体
と
の
朝
世
晶
を

計
剛
し
て
い
る
が
八
H
一
l
九
円
、
モ
の
第
一
一
回
と
し
τ
人
捕
水
肥
加

工
支
期
同
回
答
(
園
野
製
足
〕
と
の
組
事
参
天
匝
雨
梢
費
者
セ
ン
タ

ー
(
富
岡
史
郎
所
民
)
の
大
震
警
間
関
し
た
。
九
円
理
ま
か
ら
は

大
体
志
堂
開
虫
冨
R
、
神
戸
敏
子
剛
晶
度
以
下
各
陣
市
圃
て
市
臨
時
の
山
岡
(
旭

町
五
長
)
目
京
(
世
区
A
園
長
)
共
刷
A
M
心
配
々
木
〈
西
宮
古
副
長
)
の
各
氏
、

ま
た
大
蒲
水
産
加
工
嘉
協
同
組
合
か
ら
は
荒
野
組
合
長
9
ι
閉
め
各
世
圏
、

会
か
ま
ぼ
乙
制
E
も
聞
主
与
え
だ

包
装
・
表
示
な
ど
質
問

昭和54年 9月 20日

ビ
デ
オ

で
見
た

キ
メ
細
か
な
手
造
り
法

司
会
の
中
川
久

マ
ム
剛
任
理
事
の
紹

介
で
ま
ず
大
林
副

島
」
置
が
肢
の
よ
う

に
あ
い
さ
つ
v

「私

P
E
の
大
野
さ
な

か
是
ぽ
乙
に
つ
き

£
し
て
い
ろ
い
ろ

勉
強
さ
し
τ
川
き

た
い
と
思
い
ま

一
す
。
的
自
占
盟
蜘
も
巴
ん
な
憎
が
あ
り

一
ま
す
が
、
4
「
大
阪
市
に
お
主
ま
し
て
は

一
あ
く
ま
で
州
産
計
側
、
又
日
間
世
者
側
相

一問
え
て
私
た
ち
の
生
活
山
刀
両
国
的
に
進

一
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
歩
圭
願
介
じ
て

一
お
り
ま
す
」
「
開
い
て
大
浦
水
匝
加
T
荒

一

問

答

案

野

容

易

同

容

の

一

V

一
間
酷
に
つ
い
て
こ
う
品
明
仁
v
t
u
「
こ
一

，
阜
一
の
嬰
u
が
出
聾
て
か
ら
百
ヰ
事
、
に
な
一

-
t
一
る
の
で
す
け
れ
E
E
出
相
一
士
年
に
一
1

・

r一
新
し
い
朗
古
川
に
改
組
主
し
有
乙
れ
一
H

h

w
一
は
政
府
に
認
め
ら
れ
た
と
乙
ろ
の
怯
的
一
i

i

守司
一
な
製
円
で
E
さ
い
ま
L
t
か
圭
ぽ
乙
一

、
一
掛
遣
は
抑
拍
の
こ
と
、
向
車
川
、
製
氷
一

.ノ

一
A
附
聖
撃
へ
こ
れ
も
地
一
冊
、
ま
十
市
門
一

掃

一
え
の
お
円
に
入
元
主
管
し
で
お
一

り
ま
す
。
4
一
百
晴
間
固
か
出
ま
L
τ
、

か
ま
ぼ
こ
に
出
ら
ず
一
般
の
助
も
非
開

に
百
聞
く
な
り
ま
し
?
匂
0

・
胤
離
れ
H

も

掴
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
の
ち
安
定
一
し
た
と
こ
ろ
の
千
作
り
の
桂
竜
与

の
桔
り
出
か
ー
り
田
和
の
初
め
に
か
げ
ま
一
オ
に
出
掛
し
手
し
た
も
の
歩
缶
辛
ん
に

し
て
、
私
等
の
先
世
が
行
っ
て
あ
り
ま
一
見
て
悶
己
っ
と
出
ヤ
ま
す
が
‘
今
ふ
ぶ
」

一
の
製
法
は
や
蒼
耽
け
τ
淳
一
ヲ
明
曲
ス

一
ケ
な
E
は
佳
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の

一
首
ゆ
か
ま
ぼ
こ
を
↑
人
匝
惇
ミ
ッ
ク
ス
し

ご
品
川
さ
ん
の
お
口
に
A
U
つ
よ
う
に
、
勉

一
悼
し
て
品
り
ま
す
」
乙
己
で
聞
出
品

一
白
出
席
者
の
組
介
が
あ
っ
た
あ
と

ーか

一
ま
ぼ
己
斤
り
の
記
掛
」
の
ζ
J
7
オ
を
約

一
-
時
開
放
腕
、
手
順
を
醐
に
入
れ
P
2
晶

司
一
と
粗
品
に
人
つ
お
匂
先
ず
中
川
司
会
者

協
場
一
か
ら
畳
一不
に
つ
い
て
の
白
山
が
あ
り
、

車
全

!?

工
H
E
己
れ
に
対
し

四
叫
型
盲
黒
野
組
合
喪
大
陣
大
匝
主
出
売
さ

相
包
れ
て
い
る
官
え
は
こ
は
我
々
の
岨
白
つ

預
金
ま
り
ベ
恥
の
か
ま
ぼ
こ
裟
者
が
作
勺
た

大
組
一

治
伎
を
民
営
ず
〆
F

ぷ

川
喝
さ
予
丸

大
柿
劃
会
委

国釜ξ

目
方
ヒ
ロ
コ

(揖三噛質討更割問司1第 58寸号

し
ま
ぜ
ん
。
そ
れ
で
A
守
口
推
っ
?
高
朝
一
揖
げ
て
地
売
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
一
る
の
か
a

③
梢
緯
融
明
か
ま
ほ
ζ
の
哲
一
胃
は
む
つ
か
し
い
と
さ
れ
て
い
る
そ
r
っ
そ
れ
引
ほ
お
も
ち
ゃ
珍
舞
が
買
う
か

が
明
日
に
掛
り
ま
す
と
掛
げ
て
曜
り
ま
一
と
思
い
ま
す
。
一
且
状
況
に
つ
い
ず
直
時
ま
古
価
証
応
答
一
で
す
が
お
母
主

λ
は
‘
こ
ん
な
危
い
商
と
い
う
主
品
母
辛
ん
が
買
う
の
が
一
欝

す
。
三
日
程
主
李
ず
し
、
き
一
E
民
主
要
ー
が
親
会
⑦
お
一
が
昔
、
芦
裂
畳
の
間
企
の
薬
害
出
向
っ
て
い
る
一
例
と
し
丈
主
号
、
在
五
で
す
。
そ
の
オ
モ
チ

は
民
心
的
記
て
、
も
し
思
い
の
を

'ν
か

ま

ぼ

こ

は

2

よ

っ

て

い

る

互

混

じ

有

一

霊

努

添

え

て

来

た

わ

け

で

す

.
f
gフし
て
知
る
か
と
い
う
と
J
ア

食
学
内
勺
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
一
か
e

②
か
ま
ぼ
こ
の
間
買
は
の
び
て
い
一
一
間
岨
の
ピ
ス
ト
ル
は
S
H
と
い
っ
て
レ
ピ
房
H
F
と
炉
う
の
が
市

δ
出
く

5
2
3
4
4
4
4
5
S
E
t
t
2
9
4
2
2
t
g
S
E
t
t
5
4
F
6
5
d
g
案
説
且
の
マ
ー
ク
も
つ
い
て
い
る
。
ら
い
で
す
。
そ
し
て
孟
渇
叩
主
主

モ
L
テ
晶
」
与
が
ひ
勺
か
っ
た
時
に
ピ
聞
い
て
ま
た
世
勺
て
い
る
と
い
う
桔
蝿

ス
ト
ル
を
開
い
て
玉
を
取
っ
て
下
さ
い
が
出
て
い
る
の
で
す
J

と
い
う
解
陣
方
法
も
曹
い
て
あ
る
の
で
研
い
て
主
砲
且
の
虫
A
け
で
出
平
易
Z
~

て
だ
け
れ
ど
も
究
開
田
E
宅
の
街
ゃ
、
国
民
生
日
の
情
報
室
に
意

解
体
凶
を
易
自
米
ま
ぜ
ん
ね
子
供
府
県
の
セ
ン
タ
!
か
向
比
ま
っ
た
古
情
一

と
い
う
但
は
非
常
に
民
い
世
い
方
を
し
ゃ
情
帽
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
オ
モ
チ
ャ
一

ま
す
の
官
、
買
は
落
し
パ
が
沢
山
あ
る
用
の
庖
険
情
報
が
慣
も
多
い
と
い
わ
れ
一

の

で

す

ね

」

る

が

、

南

野

山

は

そ

れ

珍

持

閉

し

て

択

一

院
に
主
臨
に
つ
い
て
暗
〈
べ
き
揖
亙
の
4
つ
に
説
明
し
た
u

の
結
盟
を
択
の
よ
う
に
帽
円
。
-
4
供
に
一
、
村
闘
に
み
る
危
険
性

と
っ
て
は
オ
モ
チ
ャ
は
生
机
必
需
品
で
①
J』
帯
判
(
燃
慣
例
)
-G
M
糊
克
性
申

す
e
モ
己
主
下
山
与
の
直
休
み
に
十
二
現
時
仲
(
化
中
物
園
児
ー
か
る
も
の
)
目
色

以
下
の
告
辛
ん
位
申
空
会
瓦
に
ど
ん
刷
、
宿
刑
宣

な
オ
モ
チ
ャ
が
あ
る
か
調
べ
て
同
た
の
一
一
・
憎
砧
に
み
る
危
険
性

で
す
踊
い
た
こ
と
に
は
‘
ト
人
に
由
官
定
世
申
崎
明
度
(
弾
力
竹
)

人
位
が
お
も
ち
ゃ
で
川
か
の
惜
説
を
し
三
、
電
相
的
割
問
危
険
性

て
い
る
の
で
す
才
モ
チ
ャ
は
判
明
が
与
四
、
柵
械
的
(
加
工
、
仕
げ
)
な
点

え
る
の
で
す
か
ら
朝
の
占
任
が
す
と
く
に
み
る
危
険
性

あ
る
の
で
す
そ
れ
立
寸
の
こ
と
託
、
形
状
デ
ザ
イ
ン
に
孟
る
危
院
特

集
り
人
民
一
い
た
〈
な
お
持
が
あ
由
市
壷
オ
!
パ
占
寸
ザ
イ
ン
ミ
ス

り
ま
す
の
立
そ
の
t
八
に
一
人
と
い
①
讐
紅
実
ぴ
出
す
危
院

う
の
は
杢
戸
主
山
の
一
角
引
、
ぶ
唱

は
品
を
す
れ
ば
も
っ
》
E
っ
と
あ
る
の

官
は
な
い
か
と
囚
わ
れ
ま
す

i人
民は
ケ
ガ

語
訳
キ
ケ
ン
な
お
も
ち
ゃ

製
品
P
Z
」
の
他
の
地
方
で
作
っ
た
品
と

半
々
院
だ
と
思
う
.
地
万
か
ら
入
向
田

か
ま
ぼ
こ
は
完
全
包
装
さ
れ
て
い
ま

す
。
極
端
に
君
え
ば
穴
阪
の
か
ま
ぼ
己

は
長
も
ち
は
置
し
ま
ザ
瓦
。
口
が
阻
ら

れ
て
い
る
g

持
軍
眠
副
に
入
れ
れ
ば
W窮

は
一
週
剛
位
は
大
丈
夫
で
す
が
半
月
と

か
一
円
と
申
さ
れ
る
と
大
阪
の
世
話
と

地
方
の
担
晶
と
は
過
つ
点
が
あ
る
.
又

防
腐
剤
少
ヤ
か
に
も
多
少
遭
い
が
あ
り
ま

す
。
遭
い
所
か
呈
来
る
品
は
ど
う
し
で

も
防
開
削
秒
事
〈
肥
っ
て
い
る
百
句
援

と
製
持
斗
月
円
の
問
題
で
す
が
、
明
抽

十
八
阪
で
も
十
八
手
メ
ー
カ
ー
は
高
極
L
で

い
る
が
、
日
分
の
酋
先
で
蜘
売
す
る
崩

白
、
原
則
と
し
プ
本
』
う
あ
る
べ
き
引

f'

が
寓
施
さ
れ
て
い
な
い
よ
-一フ
に
思
う
。

l
l
J
入
院
で
作
っ
て
い
る
も
め
は
耳

示
が
な
い
と
凪
っ
て
い
い
4
T
か
。

東
野
組
合
E

買
い
や
1
!
大
阪
で
作
っ

て
い
て
も
同
義
さ
れ
た
品
に
剖
し
ず
ほ

茸
不
が
量
抑
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

先
ず
は
こ
こ
に
お
り
ま
す
大
筒
か
ま
ば

こ
の
社
長
白
方
は
包
註
さ
れ
て
お
り
ま

す
か
、
組
長
か
申
と
?
っ
ぞ

式
置
か
ま
ぼ
こ
社
畏
私
の
と
己
ろ
は

嗣
げ
駒
頭
以
外
は
す
べ
て
包
蛙
は
や
勺

て
あ
り
ま
す
。
製
品
牢
川
日
の
表
示
は

明
輸
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
人
阪
の
か

ま
ぼ
こ
肘
さ
ん
で
6
小
売
専
門
医
と
大

手
町
、
山
県
市
場
な
わ
ス
1
ハ
ー
な
り
、

b
L
F
つ
い
う
大
量
地
担
百
専
門
に
お
作
り

に
な
る
と
乙
ろ
と
つ
あ
り
ま
L
t

小
型
撰
占
は
包
古
は
や
っ
て
お
ら
な
い

屑
が
ほ
キ
ん
ど
で
吾
ざ
い
ま
す

歯
車
野
組
合
E
R

担
怯
し
で
な
け
れ
ば

ま
市
ず
る
必
要
は
な
い
の
で
す
つ
ま

り
先
程
も
申
L
F
レ
ヰ
ふ
う
に
大
阪
の

か
ま
ぼ
E
は
反
則
的
に
附
鵬
刑
な
ぞ
あ

ま
り
使
ね
な
い
の
で
日
持
ち
は
あ
ま
り

大
阪
市
間
費
者
セ
ン
タ
ー
(
菌
史
酷
に
あ
っ
?
出
来
事
の
掴
介
か
ら
凶
り

即
所
員
)
ヒ
砲
車
悼
み
親
子
講
座
は
出
し
た
。

間
陸
f
h
同
に
わ
た
っ
居
続
け
ら
れ
て
三
・
「
ま
ず
私
が
な
ぜ
オ
モ
チ
ャ
と
取
組

系
、
そ
の
周
章
雄
八
月
一
主
弘
較
と
い
う
と
こ
る
か
一
包
を
t

H
、
同
巴
ン
タ
1
t
元
理
角
会
(
買
，
a
士
扇
芸
品
に
は
〈
苦
情
白
軍

用
〉
#
門
畳
砧
の
情
肝

ι4訓
岨
却
す
，
，
酌
Y
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
去
同

「f
T
引
を
め
ぐ
る
危
険
同
品
」
雪
ア
で
す
か
、
一
人
の
お
母
さ
ん
が
八
辿
殆

マ
伝
竹
広
む
れ
た
。
世
物
の
オ
モ
チ
々
の
r
ス
ト
ル
歩
停
っ
て
か
け
つ
け
た
の

秒
T
に
し
な
が
凸
の
講
轟
に
、
診
出
者
百
す
。
己
主
所
の
手
島
山
川
、
そ
の
ピ
ス

は
熱
心
に
刷
き
入
っ
和
~
ト
ル
四
五
壱
刷
歩
布
め
た
と
い
つ
の
で

同
セ
ン
タ
ー
人
里
の
柑
介
で
型
す
ね
。
よ
く
聞
い
五
る
と
、
八
議

「
L
立
勺
た
信
野
踊
師
は
、
単
ふ
的
な
待
珍
ヨ
ハ
ン
パ
ン
一
射
っ
て
い
る
と
、
軍
刑
問

え
β
に
つ
い
τ
掛
近
か
な
と
こ
ろ
で
唱
の
と
乙
ろ
に
砧
っ
た
z

-

紺
に
い
お
f
F

同
人
に
一ーー-'・・

，酒V 喝・剛
富野尊門奮闘の観明に聞き入
る子慌たち

通砂

神
宵
卸
会
畏

ん
て
、
私
な
ん
か
、
口
組
日
か
、
地

信
手
つ
に
も
が
芋
ん
出
米
な
い
岬
、

寸
闘
を
柄
ん
で
品
、
る
だ
け
可
あ
と

は
章
っ
?
応
酬
い
て
い
る
の
に

。
H
L
い
た
い
閉
つ
き
が
川
平
和
は
も

ん
折
、
よ
ほ
ど
以
来
な
人
山
に
弘
え

る
の
て
し
ょ
う
ε

謂
だ
勺
主
て
ば
に

/' 
r 

~.': .:"'.s~ 
ー

噌".
J 

一川島置理聖さんの作晶からー

) 
J 

一
捕
に
附
い
て
い
る
夫
と
共
に
わ

が
チ
の
品
足
的
を
L
て
い
る
櫨
交
の

居
て
や
り
た
い
の
は
や
ま
や
ま
な
の

や
っ
と
、
国
交
の
間
帽
が
出
て
主

作
点
、
、
と
、
私
は
時
ち
構
支
て
い
た

よ
う
に
ニ
ヤ
ッ
と
し
丈
世
女
の
睦

白
記
長
宇
和
げ
さ
ん
に
畠
い

ι円〈

日
の
や
り
く
り
主
幹
段
す
る
。

第 581号

お
肌
も
夏
か
ら
秋
ヘ

化
粧
品
も
切
り
か
え

カ
ゼ
は
万
絹
の
元
と
は
む
か
し
の
ハ
ナ
シ
、
今
は
H

ヒ
マ
ン
M

こ
そ
が
方
開
の
元
な
の
戸
本
ト
つ
で
あ
る
。
食
べ
過
ぎ
、
坦
酌
不
且

で
悼
が

n
ダ
ン
プ
化
u
し
、
佳
人
罫
り
血

n
肥
人
e
曙
市
の
位
と

は
相
成
っ
た
。
対
軍
も
い
ろ
い
ろ
。
食
場
制
由
、
白
姑
実
J
J

プ
ラ
身
訴
と
L
M
の
肥
満
陣
晶
、
な
ど
な
戸
。
し
か
し
、
い
ず
れ

「簡三種劉塑物認可}

想
え
て
し
事
つ
四
で
は
な
く
、
肌
の
状

瞳
を
見
記
が
ら
、
ま
ず
』
手
入
れ
用
品
、

そ
れ
か
号
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
用
品
と
-
晶

一
品
回
り
換
え
て
い
く
よ
う
に
し
ま

す
.

か
な
膚
旧
抽
出
膚
聞
は
肌
に
ホ
ッ
と
し
十
辛
子
り

ぎ
を
与
え
ず
ど
れ
ま
す
。
も
し
、
そ
れ

で
も
瞳
司
て
[
￥
1
て
来
シ
ー
ズ
ン
ま

で
樺
存
す
る
崩
由
は
‘
宮
田
m
u
目
白
部

分
‘
キ
守
ヅ
プ
の
再
側
、
ネ
ジ
の
由
討

な
ど
守
正
〈
ふ
き
と
り
、
し
っ
か
り
と

。
夏
物
の
化
粧
品
は
で
き
る
だ
け
匝
い
キ
ヤ
ヅ
プ
を
し
内
匝
晶
L
ぞ
ふ
く
也

切

っ

て

し

巷

つ

度

重

の

少

な

い

所

へ

'

￥

a
い
ま
す
。
な

布
、
夏
の
附
レ
ま
っ
て
品
い
た
化
旺
品

や
献
の
新
製
品
秒
便
い
始
時
る
時
は
白

や
け
世
申
肌
に
文
圃
が
な
い
か
と
勺
ど
か

東
用
の
化
旺
京
や
乳
梶
山
叩
ま
だ
曲
っ

固
電
相
某
の
京
と
木
造
晒
と
の
中
間

労
官
、
山
品
置
や
小
学
腔
に
阻
ま
れ
た

附
師
な
住
宅
地
の
一
角
に
あ
る
ピ
ル
。
1

3
酎
直
道
出
」
と
先
曹
し
た
胃
阪
か
目

ド
飛
Z
Q
そ
空
ハ
聞
に
、
議
主

園
口
島
県
二
型
民
が
陣
取
っ
て
い
る
。
目

下
断
食
陸
m
V
仰
餐
巾
少
毘
る
。

「
断
食
の
目
的
か
匂
や
っ
ぱ
り
、

晒
園
長
舟
白
九
「
応
さ
。
断
食
を
し
ず
品
開

9
z
o
れ
い
に
す
る
。
掛
か
か
ら
っ
ぽ
に

な
る
と
、
山
が
き
れ
い
に
な
る
。
血
が

き
れ
い
に
な
れ
時
摘
が
す
っ
き
り
し

て
、
品
が
唖
7

く
な
品
。
モ
ヤ
モ
ヤ
す
る

聞
が
、
す
う
っ
と
す
る
よ
。
十
だ
し

曜
か
且
く
な
か
っ
た
白
面
食
を
や
る
必

樫
は
な
い
」
A
H
ヰ
官
じ
ト
七
時
て
十

一
回
揖
の
時
か
ら
断
食
悲
や
り
拍
め
、
以

一
県
五
十
=
草
閥
、
病
気
や
し
い
開
昂
は

一
し
た
C
少
h
が
な
い
と
い
う
.

一
「
現
代
は
、
世
鍵
歩
取
り
過
ぎ
て
い

一
る
ん
じ
ゃ
。
こ
れ
は
、
い
か
ん
。
肥
満

一
は
万
病
包
有
肥
満
は
、
酌
脈
硬
化
を

一
起
こ
す
。
例
え
ば
、
断
食
τ
ん
で
も
揖

圃
一
止
す
れ
培
I
m
い
一
回
二
ニ
貴
を
二
貴
に

-
一
す
る
。
開
立
は
、
パ
ン
シ
畢
乳
、
野
菜

園
一
サ
ラ
ダ
、
ワ
ル
!
ツ
な
P
『
ど
れ
か
ち

里
ょ
っ
ル
亙
べ
れ
培
ホ
」

-
一
明
人
柄
の
間
一
一
d
ホは
，
脳
本
中
‘
ガ

・
一
ン
、
心
回
明
日
開
。
そ
の
一
五
凶
は
、
肥
満
に

パ
ッ
テ
テ
ス
ト

(Zう
』
和
、
腕
一
あ
る
己
と
は
患
の
事
考

の

円

剛

苦

に

あ

お

り

を

し

て

こ

そ

当

揚

互

い

っ

た

い

え

日
よ
吉
す
を
は
ま
ず
)
を
し
ま
す
白
一
な
惇
講
9
T
l
指
嘩
口
町
長
古
川
卓
ん

お

は

開

票

祭

思

い

と

変

闘

し

三

編

主

主

い
る
泊
A
E
あ
る
の
t
R
旬
い
、
一
区
行
に
来
る
人
同
一
ニ
つ
に
甘
か

分
離
の
打
開
な
ど
チ
ェ
y
ク
す
る
己
と
一
ー
れ
ま
す
や
っ
ぱ
り
、
や
ぜ
た
い
人
が

か
人
切
で
す
。

二

審
吐
い
わ
ゆ
る
、
現
在
断
食
で
す
勾

(
量
制
揖
保
量
生
堂
)
一
間
差
和
問
相
自
闘
い
人
。
そ
し
て
、
制

翠陀

朝
眠
の
ぬ
し
い
且
が
駄
m
y
晶
れ
ぞ
告

げ
て
い
ま
す
。
更
の
問
、
山
思
い
叩
り
必

ん
だ
肌
の
お
4

』
↑
入
れ
は
、
も
う
お
出
み

官
ず
か
b
v
?
官
。
化
粧
品
も
回
り
換

a

え
時
で
す
。
夏
物
の
上
手
な
冊
分
の
方

怯
と
新

-K舶
の
化
粧
品
多
使
い
拍
め

る
描
色
の
ア
ド
バ
イ
ス
歩
話
局
げ
い
た

し
$
宇
。

え

一
〈
〉
肌
白
状
車
に
由
わ
#
τ
一
品
ず
つ
刷

一
ゆ
か
え
て
い
〈
.

開

一
夏
の
間
に
日
隅
け
し
た
肌
同
盟

'

T
一
川
町
ょ
に
臨
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

由
晴

一
躍
ふ
の
器
国
は
舵
M
m
し
て
ヅ
ヤ
が
な

一
〈
な
り
、
小
ジ
ヲ
の
で
や
す
い
状
瞳

t
、

一
に
な
っ
て
い
ま
す
。
}
剖
私
直
す
、
う
る

d

，一

お
い
の
あ
る
肌
を
取
り
贋
す
に
は
、
パ

品

工

ッ
ク
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
ド
主
る
適
凶
な
お

い
何

一
T
入
れ
と
凶
帥
に
、
障
の
睦
れ
秒
と
り

一
除
昌
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
睡
肱
や
世
襲
を

書
司

一
と
る
己
と
か
必
哩
で
す
。
ふ
つ
う
、
民

R
K
一
ふ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
品
は
お
日
間
周
朗

・ー

一
と
Z
E
わ
れ
て
い
ま
ず
か
ら
‘
-
ヵ
H
門
先

b
t
一
9
白
樺
に
、
生
前
A
L
悼
の
バ
ラ
ン
ス
を

て

一
考
え
な
が
句
化
世
品
も
切
り
埋
え
て
い

一
く
と
い
い
で
し
ょ
一
ー
そ
の
た
め
に
は
、

一
度
に
全
部
夏
駒
か
ら
駄
の
化
粧
品
に

て
い
る
よ
ー
フ
な
ら
、
ご
ヰ
先
に
持
ち
越

す
よ
り
も
、
で
き
れ
ば
乙
白
骨
聞
に
匝

い
田
勺
て
し
ま
う
方
が
圃
明
で
す
。
閣

同
師
、
耳
鼻
白
山
た
っ
ぷ
り
太
臨
空
町
び

た
円
、
珂
腕
、
脚
な
ど
に

h
じ
ゅ

う
ぶ
ん
制
い
を
号
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
・
異
口
中
援
外
相
の
岨
い
日
も

あ
り
ま
ず
か
ら
.
夏
物
特
h
の
さ
わ
や

〈木曜日〉昭和54年 9月 20日(3) 

岳
民
閉
聞
の
持
続
が
必
要
可
そ
の
う
え
食
世
と
い
う
ぶ
能
歩
婦

に
申
し
て
す
の
だ
か
ら
只
J
か
し
い
a

つ
い
揖
停
泊
け
、
今

ま
で
の
弼
力
を
フ
イ
に
す
る
の
が
.
晶
り
ふ
れ
た
パ
タ
ー
ン
。
し

か
ら
ば
い
っ
そ
の
こ
と
ま
よ
ど
食
べ
な
い

d
p作
世
は

9
申
慣
断
書
識
の
門
を
聞
い
工
宮
、

温
冷
浴
、
自
然
食
の
勉
強
も

神

襲

。

孟
慣
が
取
り
去
j
h
れ
れ
ば
皿
軍
主
レ

一
制
室
ち
ん
と
や
る
乙
と
よ
場
を
引

特
に
断
食
は
、
慢
廿
の
円
開
問
を
拍
一
イ
に
な
る
と
い
う
。

一
幸
上
げ
τ
ま
た
以
前
の
よ
う
に
パ
ク

す
の
に
良
し
い
で
す
勾
女
性
は
田
植
の
一
「
き
れ
い
r
に
な
勺
た
血
宅
体
令
辰
一
パ
ク
貴
べ
立
6
同
ん
に
も
亭
句
な
い
.

人
が
多
ド
か
ら
、
世
甜
を
附
す
の
に
も
一
に
回
す
の
に
、
岨
時
国
が
鵬
酒
で
す
。
一
そ
の
品
，
Y
町
記
、
玄
米
食
を
中
心
と
す
る

良
い
。
恒
輔
が
拍
れ
叫
肌
も
き
れ
い
一
回
+
三
度
の
お
掘
に
一
分
間
、
水
に
↓
一
白
熱
食
を
学
ん
で
も
ら
い
、
園
陸
に
レ

に
事
会
と
い
う
わ
け
で
す
」
と
、
ゃ
っ
一
分
聞
の
植
樹
、
京
市
を
弐
た
h
Z
ハ
伺
ず
=
中
1
ト
9
m
聞
出
し
て
£
白
っ
可
断
良

て
来
る
人
白
状
一
臨
に
ム
忍
享
、
断
食
一
つ
。
閉
め
は
水
も
時
ヰ
念
じ
る
が
、
一
世
霊
前
只
悼
行
中
身
に
付
け
た
知

と
最
企
鞭
誌
を
す
す
ゆ
句
一
す
ぐ
に
障
が
ほ
て
勺
て
季
、
同
も
岨
一
由
主
か
L
て
も
争
フ
よ
う
に
し
て
い

「断
止
り
す
す
め
方
は
、
ま
ず
、
ミ
一
じ
な
く
な
り
ま
す
よ
」

一

ま

す

」

ル
マ
グ
と
い
う
下
削
を
コ
プ
プ
一
新
欽
一
岨
時
惜
の
は
か
「
記
録

ιし
て
則
一
己
の
一
異
議
に
入
門
し
お
は
、

ん
舌
も
ら
い
、
京
を
+
八
-
E
仁
敵
Q
と
一
組
、
ヨ
ガ
、
座
剛
、
罰
事
し
植
の
間
続
一
十
有
人
位
ν

鹿
在
は
古
人
が
時
畢
巾
。

に
か
く
、
酬
に
た
ま
っ
て
い
る
必
縫
物
一
な
ど
が
あ
り
、
開
神
曲
の
掛
値
に
も
比
一
一
断
食
五
日
目
の
+
八
視
の
交
の
チ
は
、

宝
蔀
件
に
出
す
.
こ
れ
に
一
課
一
睡
を
か
け
て
い
る
。
豪
は
本
問
。
そ
れ
一
「
息
詰
い
の
で
-
合
主
主
、

位
を
か
け
.
4
F
の
憧
の
石
簡
は
、
補
一
を
章
占
の
刀
で
副
え
る
わ
け
だ
か
ら
、
一
今
円
ヂ
直
町
余
亙
臼
司
あ
ん
ま
り
や
せ

食
示
、
お
か
申
と
野
草
を
少
し
食
べ
て
一
自
問
、
摘
同
値
貨
の
曲
諺
も
揖
く
な
る
一
な
い
み
た
い
.
よ
く
食
べ
輔
が
自
均
削

も
ら
い
ま
す
」
一
と
い
る
け
。
「
他
の
断
賞
頑
と
轟
一
に
ち
ら
つ
く
っ
て
い
わ
れ
ま
す
け
ど
‘

い
わ
ゆ
る

n
廟
一
世
“
と
い
っ
て
小
一
う
の
は

-
n姑
食
白
地
噛
会
9
z
っ
こ
一
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
竿
ん
宅
食
べ

輔
、
大
閣
の

ν賓
と
V
芦
に
た
ま
っ
て
一
と
に
あ
り
ま
す
」
長
長
茜
川
さ
ん
は
、
一
た
い
と
い
う
意
棋
は
ヰ
ぺ
な
り
ま
す
。

い
る
毒
物
売
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
外
一
軒
露
宴
識
の
蓄
率
げ
る
。
一
断
長
時
間
制
L
t
汗
き
た
い
と
忌

に
出
し
て
し
ま
う
乙
と
か
ら
拍
ま
る
。
一

「火
事
な
の
は
、
断
食
桂
の
食
事
節
一
っ
て
い
ま
す
」
と
、
断
食
五
日
固
と
は

L1 ';~，' a 
断 4ト'対.
可昨年『可r

が
抗
什
を
胆
っ
た
ら
諮
っ
て
い
た
主
が

山
て
会
お
f
y
と
こ
ろ
が
、
家
に
帰
っ
て

セ
キ
を
し
た
h
工
が
一
つ
出
て
き

た1

町
ら
く
す
る
と
内
が
出
て
.
そ
れ

が
一
組
向
も
続
い
て
帥
先
払
睡
に
な
っ

有
お
母
さ
ん
が
叫
院
に
辿
与
ぬ
っ

て
レ
ン
ト
ゲ
ン
歩
煩
っ
て
も
ら
っ
た
が

同
で
も
な
い
.
で
も
品
川
し
か
卜
ら
な
い

そ
己
幸
福
を
L
て
み
る
と
、
王
山
川
一

間
出
て
米
た
巴

玉
は
プ
ラ
ス
チ
プ
ク
で
レ
ン
ト
ゲ
ン

に
は
写
ら
な
か
っ
P
よ
山
戸
よ
ト
一
つ
で
す

そ
の
下
供
さ
ん
什
?
で
の
た
め
出
令
な
施

万
葉
人
の
愛
と
心

型
車
Y
W
C
A
臨
同
h
セ
ン
タ
ー
で

は
、
十
円
豆
口
、
τ
一一
川
二
十
司
円
ま
で

の
M
週
金
醐
口
、
文
学
教
強
コ
1
ス

と
し
で
H
型
人
の
量
と
こ
号
ウ
」
を

唱
植
す
る
9

万
護
軍
さ
と
に
ひ
も
と
さ
‘
肱

の
て
い
ね
い
な
解
説
を
通
し
、
万
襲
び

と
の
霊
と
ι
い
手
段
り
な
が
ら
、
現
代
人

に
と
っ
て
豆
半
と
は
叫
か
」
一
罰
と

は
何
か
」
と
い
う
担
出
的
な
聞
に
対
す

る
再
え
秒
踊
吹
か
に
内
包
L
て
い
る
万
柴

山
の
中
に
見
い
出
し
て
い
く
・

捕
齢
に
は
、
民
立
食
了
火
曜
世
間
削

車
問
時
氏
、
午
刊
院
恒
朗
大
世
教
世
小

野
猪
民
、
日
本
大
乍
桂
晶
子
出
助
教
盟
中

川
幸
樹
氏
ら
が
あ
た
る
。

申
し
4
芯
は
九
円
i
u
か
ら
。
詳
し

い
聞
い
A
い
わ
ぜ
は
、
曜
日
Y
W
C
A
肱

川
白
セ
ン
タ
ー
〒
一

O一

千
代
田
区

神
山
肢
河
内
台
一
八

2
0
三
l
一
九
一
一

上
μ
四
二
卓
、

日
本
ヒ
L
ブ
協
議
会

同
剛
院
者
と
企
揮
の
パ
イ
プ
世
と
L
て

一
年
同
に
発
足
し
た
レ
T
プ
(
企
業
円

輩
政
世
i
干
し
)
の
全
同
組
職
、

「
uぷ
ヒ

1
7
器
時
晶
虫
」
は
己
の
品
月
六
H

か
ら
「
H
ぶ
十
丁
プ
崩
晶
畠
」
に
改
悼

さ
れ
た
リ
ま
た
事
商
所
も
車
車
部
了
代

出
ば
h
m
A
町
f
p
七
の
一
、
閣
長
電
括

協
畠
内
に
格
修
.

五
日
に
は
尭
定
三
ヰ
由
記
念
総
会
を

凶
竜
十
月
か
ら
の
揖
・
一
明
弔
其
計
画

と
し
τ
「
年
4

プ
存
し
て
の
同
月
向
上

そ
め
さ
し
て
」
聖
テ
l
マ
に
型
掛
(
括

L
方
、
事
き
刀
、
汁
析
な
ど
)
の
研
究

会
や
尚
後
者
対
量
の
セ
ミ
ナ
ー
、
行
政

な
ど
措
団
障
と
の
交
班
L
も
取
岨
む
計

幽
を
あ
げ
た
1

バ
ザ
l
に
協
力
を

日
傘
汎
克
平
耳
東
南
ア
バ
と

r婦
人
協

ーがー

僕
川
婦
人
会
の
敬
老
会

!!fi1;!;!!jjj!!1!5jj!;;! 
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お

ん

な

の

。キ

ャ

リ

ア

作

戦

、

斬
お
ん
な
ゼ
ミ
8

下
村
牽
掬
・
著

全
国
退
婦
教
が
総
会

高
令
必
や
出
晒
者
の
た
め
に
活
動
を

紐
け
て
い
る
単
蝿
嗣
人
世
融
函
全
国
逮

捕
砲
担
金
(
島
民
-
高
田
な
望
氏
、

酪
弥
、
令
間
出
滞
故
)
は
師
十
一
一
一同定
期

輯
A
M
を
九
円
J
1
B
-
一
一
十
日
、
師

岡
間
宮
揖
也
市
の
蛇
山
浮
世
主
山
テ
ル
ニ

ュ
l
↑
八
段
で
開
岨

車
、
主
医
鞭
制
腔
の
改
里
、

間
祉
印
情
イ
厳
粛
に
岨
〈
反
対
す
る
と

の
方
針
を
日
し
だ

会
(
砂
副
た
会
益
山
寓
〉
'
東
京
・
劇
中

野
H
は
三
十
九
口
午
憤
-
叫
か
ら
、
千
一

駄
ケ
科
駅
間
の
捕
回
答
前
回
良
江
南
tiA一

昨
度
の
定
期
撃
を
聞
き
、
A
Z
置
の
一

引
業
計
岨
告
と
に
つ
い
て
括
る
。
当
日
一

醜
川
婦
人
生
(
頂
耳
・
文
明
区
品
川
白

は
中
国
硯
帯
か
ら
帰
っ
た
ば
か
り
の
中
一
川
川
u
m
下
手
ム
副
長
)
は
九
円
二
十
九

酉
酷
4
氏
(
甜
閏
盟
会
理
引
い
ヰ
閉
1
一
日
午
川
ー
ャ
叫
半
ー
か
ら
E
H
M一庶
民
セ
ン
タ

L
O
商
用
主
同
町
長
)
の
期
日
も
ま
正

I
T
噴
、
「
じ
尉
黒
通
え
る
取

し

て

い

る

。

一

室

主

口

の

雲

大

量

殺

ね

て

開

な
お
同
A
M
は
十
月
一
十
八
日
(
口
)
一
臨
す
る
時
踊
E

削
陣

-
計
四
・
民
岨

午
前
卜
一
掛
か
ら
パ
ザ
ー
を
川
両
し
て
一
な
P
盛
岡
山
り
泊
闘
を
用
奮
思
し
て
い

お
り
、
出
創
刊
山
の
不
問
品
、

τ造
り
の
品
一
司
令

の
需
附
、
膏
北
地
売
品
担
紹
介
を
冊
型
一

し
て
い
る

= 

= 

= = 

= 

= 

= 

Z 

2 
z 

高
い
医
療
費
に
泣
く

退
婦
教
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

選
職
財
人
数
聴
堅
薗
迎
枯
崩
酷
虫

は
‘
こ
の
ほ
ど
北
躍
道
か
白
押
岨
ま
で

一一
-f
の
都
道
府
県
‘
五
、
一
二
「
一
人
(
克

十
才
以
下
か
ら
七
ト
イ
以
上
)
の
「
匝

慣
に
閲
す
る
過
酷
婦
人
数
画
の
ア
ン
ケ

ー
ト
掴
在
」
を
ま
と
め
た
が
、
一
二
、
-

九
一
人
が
午
ん
ら
か
の
間
同
情
閉
伊
畳

け
、
し
か
も
品
ザ
齢
化
す
る
ほ
ど
閣
市
州

事
が
高
い
(
七
十
イ
で
ほ
幅
四
判
事
七
十

%
)
乙
と
が
刷
ら
か
に
な
っ
た

多い
r
病
気
は
高
血
序
‘
心
臓
病
，
脳

出
血
事
あ
前
理
由
主
立
ほ
か
に
聞

酷
挽
‘
腰
椎
、
回
鵬
、
肝
臓
病
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
昏

入
院
旺
馳
の
あ
る
人
は
、
金
障
の
正

・
一
二
%
こ
七
一
人
)
量
あ
珍
缶

い
が
原
因
は
桂
揖
的
理
由
で
と
哲
え
ら

れ
る
。
現
在
の
医
時
は
時
険
外
白
閉
山
叩

多
く
‘
付
添
骨
口
調
制
も
一
口
約
一
万
円

少
昇
閉
ド
品
い
た
的
だ
可

た
与
え
ば
、
入
院
し
た
崩
合
歩
例
に

と
る
と
一
一
岳
部
伊
4
ほ
一
日
平
均

九
Z
言
明
、
、
そ
の
内
訳
は
蓄
ベ

ッ
ト
代
が
千
立
吾
円
そ
れ
に
附
陣
骨
日
韓

刺
が
八
壬
一
百
円
さ
ら
に
拍
耐
貨
を

含
め
る
と
日
吉
一
万
数
千
円
に
も
な

り
、
調
斑
で
は
接
援
の
P
点
に
貯
え
て

お
い
た
貯
金
も
油
開
に
値
い
県
た
し
、

な
か
に
焼
盗
事
叫
に
判
っ
て
い
る

人
も
い
た

金
庫
川
百
九
五
%
が
由
民
岨
戚
保

険、

ニ
f

，
石
%
が
任
慣
磁
間
組
由
、

十
%
が
被
院
襲
省
と
い
う
R
A
ハ
に
九

四
%
の
人
は
な
ん
ら
か
の
保
険
刑
適
用

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
陣
料
も
高
〈
、

任
官
継
続
製
ロ
に
い
た
っ
て
は
官
i
融

以
上
自
九
九

・九
%
が
な
ん
と
月
間
平

均
-
万
四

γ吉
八
十
九
円
一
も
支
払
っ
て

い
号
。
ま
た
回
国
保
障
も
む
告
の
人
は
周

罰
瓦
千
円
以
卜
だ
が
、
一
方
4
与
ナ
円
以

上
の
人
が
六
点
尚
も
い
た
1

乙
の
揖

丘
で
は
、
つ
ぎ
句
よ
う
な
要
望
山
山
富
せ

ら
れ
て
い
r
る・

「
ハ
リ
、
キ
ュ
ウ
、
マ
ッ
サ
i
J
、

説
明
、
補
聴
時
、
付
骨
骨
信
市
時
理
問

ベ
ァ
ト
、
構
同
訓
酬
の
拘
岬
債
な
ど
を

陣
肱
晶
用
範
聞
に
し
ず
借
F
し
い
と
(
在

三
九
人
)
「
任
感
継
親
組
合
制
度
ど
同
民
曜
日
曜

保
陣
。
引
下
げ
、
夫
婦
の
収
入
向
郡
と

固
定
白
樺
視
の
加
開
明
止
」
(
士
O
白

人
)
「過
融
挫
の
共
情
晶
画
問
問
問
の
延
長

を
」

〔
-
ニ
O
人
〉

タ
肥
満
が
諸
悪
の
根
源
ψ

し
い
自
分
の
仕
事
の
中
有
飛
躍
し
τ

い
く
「
市
キ
令
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
」
の

毒
-
守
て
は
い
け
な
い
の
戸
、

「
H
か
か
仕
咽
e
に
憶
え
て
い
る
会
た

ち
む
田
瀦
レ
4
T
ト
」
は
、
現
聴
の
週

刊
誌
話
者
、
エ
ュ
!
ス
キ
ャ
ス
タ
ー

歩
ほ
い
括
F
O
L
.
司
脅
敵
師
、
同
時

曹
、
興
行
口
E
r
管
な
患
の
タ

性
た
ち
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

融
市
主
の
「
ガ
イ
ド
&
デ
ー
タ
間
小

阻
か
お
け
出
す
お
の
室
や
か
な

道
し
る
べ
」
で
は
、
国
型
に
対
処
す
る

?
あ
の
ア
ド
バ
イ
ス
少
ヒ
て
、
ぶ
、
相

調
司
法
樟
な
ど
に
つ
い
ず
討
議
さ
れ
、

剛
か
い
配
岨
が
う
か
が
わ
れ
る
“

や
抽
九
、
曲
川
官
れ
、
酎
州
官
れ
主
d

申う
ば

か
り
で
な
〈
、
フ
?
ッ
シ
ョ
ン
・
ラ
イ

タ
ー
の
行
融
府
庁
民
の
「
オ
フ
ィ
ス
壬

の
長
い
付
事
封
叶
歩
ロ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
る
腕
訣
柿
」
を
般
ぜ
る
な
ど
、
タ
ゴ

コ
ロ
を
や
れ
ァ
、
み
に
く
す
ぐ
る
と
乙
ろ
か
、

心
情
い
.
〈
間
聞
説
刊
八
二
O
円
)

思
っ
た
か
ら
だ
。
回
出
千
翌
氏
(
新

「
キ
ャ
リ
ア
内
T
マ
ン
」
己
白
書
一
明
高
野
チ
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
1
〕

票
陀
拍
車
完
ぜ
て
か
ら
久
し
い
。
一
世
自
分
去
を
を
や
@
命
時
間
宅
己

「職
業
師
人
」
か
ら
タ
で
£
あ
と
と
を
一
う
い
う
丹
覇
支
費
回
訓
す
る
。
い
い
仕
事

か
な
ぐ
り
捨
て
て
「
明
を
も
唱
え
ず
在
一
を
す
る
P
あ
戸
海
め
る
の
な
ら
、
今
ま

町
?
を
す
る
ん
ど
へ
と
時
代
は
帯
り
、
「
久
一
で
や
っ
て
い
品
佳
車
が
踊
高
時
ノ
プ
テ

の
申
以
」
か
白
今
や
「
交
の
時
代
」
が
一
イ
ル
時
に
辞
め
る
べ
き
な
の
だ
と
l

到
来
し
た
ル
騒
が
れ
る
。

一

1

.

「
軍
事
肯
2
2
一
時
仕
事
一

J
Yフ
ナ
イ
N
Y
2
1
白

を
中
断
喧
さ
る
歩
互
な
い
状
況
に
な
っ
一
一
吋
の
力
を
眠
時
τ
〈
れ
な
い
u
こ
う
い

て
も
、
嗣
い
酬
い
一
ぶ
の
品
で
で
も
い
一
う
グ
チ
は
「
斗
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン

い
か
ら
『
札
ヱ
と
つ
な
が
っ
て
い
た
一
に
は
、
と
つ
も
通
用
し
な
い
ら
し
い
。

一
自
汁
m
M
で
仕
事
を
変
え
(
職
場
を
代

一
軒
る
の
で
は
ア
戸
、
仕
事
の
性
町
を
)
新

一
弘

一

一
昔
勘
九

一

一
の
躍

~

二
一
一
一
口

飛

車
防
止
の
や
お
に
ポ
ー
ル
時
ド

~

(

・

・

マ

L

ッ
チ
ポ
ー
ル
な
ど
Z
F
E
が
寓
ん
者
十

~

「

遣

軍

司

る
遊
び
が
多
く
帯
汁
さ
れ
τ
ぃ
r
る
現
札

三

一

品

ヰ

で
あ
る

)

r

J

n

J

一

そ
の
一
主
」
は
ス
T
Y
の
震
に

)

〈

江

)

会

わ
り
、
を

azした

)
1
、

事

一

E

曹

は
己
四
十
年
明
え
嗣
げ
で
一
躍
正
一
君
、
事
官
民
主

一

l
ノ
b

7

2

4

Z

ろ

要
さ
れ
た
u

妻
I
長
、
曲
目
差
に
日
皇
室
い
町

一

4
白

一

室

(

E

J

一

聖

書

に

よ

一
問
教
師
昔
、
ス
干
ヅ
全
容
を

一

戸

。

(

言

心

事

ヒ

や

産

業

主

ど

一
見
告
な
っ
事
校
教
育
の
争
り
ま
第

一

一

の

安

部

亙

産

主

、

愛

小

平

竺

6
富
E
τ
ぞ
い
る
。

f
i
l
l
t
J
1
1
1
1
!
争
時
聞
の
安
世
相
一
答
相
故
件
数
は
四
一
軍
一
}
万
回
出
は
4仇
H
身
の
叫
が
も

い
と
闘
い
、
モ
う
努
ず
る
会
主
十
八
年
か
お
一
金
山
に
小
学
生
巳

こ
を
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
い
ず
れ
も

は
立
誌
な

司キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
』
+
人
、
中
主
主
ν人
に
も
趨
し
て
い
一
得
問
団
聞
の
醐
事
情
を
ち
と
に
回
出
を

で

す

。

一

嗣

w

n

Z

下

村

両

チ

氏

は

、

る

一

一

分

析

し

た

結

果

だ

a

己
の
本
の
口
調
で
ζ
r一
つ
述
べ
て
い
る
、
附
図
の
多
ノ
、
は
窓
ゃ
い
町
田
か
ら
の

一

ふ
は
態
+
で
は
、
記
き
て
し
ま
っ
た

d
よ
、
い
い
仕
事
に
容
え
7
4
よ
一
「
転
必
」
や

「
体
町
中
」
で
品
る
。

一

月
ソ
世
事
故
に
対
す
る
学
目
安
〈
宏
一
苓
引

う
H

と
い
っ
士
告
の
中
に
は
『
誇
一
な
ぜ
乍
腔
Z
は
晴
ら
な
い
か
、
ど
一
震
慣
望
の
付
邸
内
を
一
重
し
τ
い

の
zk
の
ツ
ァ
パ
ッ
テ
生
き
る
県
、
奈
川
一
う
し
て
M
じ
ケ
l
ス
が
掛
り
事
足
る
一
奇
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
教
師
間
置
に

上
の
博
勺
調
子
な
も
の
ば
か
り
を
埠
い
一
の
か
l
l
宇
田
災
曹
か
ら
手
少
E
を
守
一
も
五
年
で

ωれ
て
し
ま
っ
匡
開
後
組
付

正
め
る
監
は
暗
唱
も
な
い
。

一

る
全
面
通
柏
会
と
白
木
島
剖
入
品
思
描
一
間
岨
や
学
臣
官
ゐ
蚕
へ
の
加
入
が
晶
子
世

た
だ
、
ひ
や
凶
す
ら
に
、
川
市
ドに
打
ち
一
A
n
t
は
己
の
慢
と

「学
院
担
晒
ー
そ
の
一
品
位
で
あ
っ
て
保
高
ぷ
の
血
盟
加
入
が

述
、
主
主
主
主
主
戸
宜
土
室
長
世
へ
の
さ
と
い
う
パ
ン
フ
一
組
め
完
て
い
な
い
こ
と
な
ど
警
の

四
人
の
畦
索
、
こ

ι「
ほ
君
。
一
レ
ッ
ト
覧
刷
出
版
し
有
一
余
地
2
2
と
を
事
え
て
い
る
。

「
キ
ャ
リ
ア

・
内
T
マ
ン
」
で
雪
一
ま
ず
震
災
努
在
つ
の
寓
例
章
一
す
E
会
慢
の
被
害
各
回
障
や
E
親

こ
と
は
、
世
L
t
生
や
さ
し
く
‘
カ
ッ
一
げ
怯
富
者
軍
属
の
苫
L
4
と
、
柏
付
金
一
大
島
が
乙
れ
ら
半
匠
安
全
虫
の
大
闘
改

コ
イ
も
の
で
な
い
己
と
を
、
世
次
A
f
t
ち
一
へ
の
不
曲
、
宇
田
の
暗
闇
正
さ
へ
の
思
一
市
場
や
学
災
法
制
定
の
躍
動
に
取
り
組
九

は
別
々

ι由
る
。
し
か
I
R
そ
こ
に
は
、
一
り
を
一
川
耐
え
事
半
配
秒
紹
介
、
噛
増
す
る
一
で
い
る
が
、
そ
の
時
手
ム
諮
介
し
な
が

女
で
あ
る
己
と
の
時
り
と
、
開
世
往
晶
一
学
問
事
故
の
原
因
宇
ν
て
三
点
を
あ
げ
一
ら
文
部
慣
や
雌
判
所
と
の
か
争
市
も
輔

の
中
可
h
M
で
あ
る
乙
と
の
宮
本
島
一
て
い
る
。
そ
の
一
-
E
て
小
・
中
学
校
一
皆
、
学
世
事
故
障
因
畠
究
の
掴
開
さ
を

り
唱
え
、
し
か
も
&
と
し
ず
勇
民
固
け
一
の
融
闘
が
誼
困
で
開
配
嘩
な
白
は
学
校
一
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
本
.
で
は
こ
の

な
い
量
主
祭
る
?
あ
民
主
一
突
事
植
が
な
い
己
品
主
指
摘
し
て
一
問
題
の
E
r
伝
、
(
議
と
り
わ
け

積
レ
ま
な
か
っ
た
釘
立
ち
の
メ
ッ
セ
!
一
い
る
。
四
底
も
山
町
〈
(
商
用
-
干
三
区
一
世
師
「
ほ
高
豆
半
世
や
ク
ラ
ブ
抗
酌
の

ジ
か
あ
る
姐
一
の
小
中
学
慣
の
二
O
M
m
は
一
円
円
U
M
の
一
開
踊
と
い
う
椅
極
的
手
段
で
は
な
く
、

「
仕
摩
を
曲
め
て
か
ら
現
在
ま
τ
一
ト
一
ヲ
プ
ク
も
と
れ
な
い
}
、
L
t
コ
一
も
っ
長
宵
牌
金
事
事
闘
す
あ

わ
ず
か
十
二
軍
1
4
の
間
二
世
定
一

y
ク
リ
l
ト
や
ダ
ス
ト
舗
装
で
ち
ん
一
に
護
的
な
聖
に
、
字
率
良
円
つ

職
也
管
経
験
し
て
い
る
長
輔
の
一
坦
由
時
一
だ
時
に
慣
つ
き
や
す
く
な

勺
て
い
た
一
て
い
己
2
訴
え
て
い
奇

ど
の
塁

h

bフ
一
つ
高
い
自
聞
に
一
り
、
雫
も
プ
ラ
ス
タ
イ
ル
で
す
す
一
(
離
合
労
働
研
究
所
葬
三
只
肖
)

向
っ
て
い
い
仕
事
が
し
た
い
r
号
つ
一
や
す
い
@
E
の
?
あ
唾
世
児
ぶ
っ
て
は

‘
一一一員

‘
一一
揖
吉
E
i-
-
E
E
-
-=聖一
面

?

、

-
E
E

こ
の
帥
年
ふ
え
続
け

貧
困
な
設
備
モ
ロ
い
子
供

学

校

災

害

ー

そ

の

実

体

と
解
決
へ
の
道

A 
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通信」なEの研究。 KDDは ますま

す多様化して叩(凶際通信の担いHし
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壬きご (4) 

千
夏
さ
ん
も
大
奮
闘

一
泊
二
千
八
百
円
の
宿
貨
と
は
信

P
り

れ
な
か
っ
な
セ
う
で
大
満
足
。

翌
朝
は
五
時
に
全
員
た
た
き
起
さ
れ

て
、
小
船
に
乗
っ
て
早
朝
の
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
の
散
歩
。
サ
ロ
マ
湖
で
の
釣
り
。

乙
れ
は
別
料
金
で
お
一
人
千
円
ナ
リ
。

ハ
マ
ナ
ス
の
花
が
愛
1
v
t
咲
き
み
だ
れ

て
い
た
船
長
か
ら
は
ご
所
懸
命
釣
ら
な
い

と
朝
飯
の
オ
カ
ズ
が
な
い
ぞ
ォ
」
と
ハ

ッ
パ
が
飛
ぶ
。
戦
果
は
、
=
一
人
で
カ
レ

ー
が
六
匹
と
は
よ
々
(
?
)
の
収
獲
だ

っ
た
。
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
、
屈
斜
路
湖
で
宿
が

な
く
て
乙
ま
っ
た
こ
と
。
偶
然
牟
中
で

道
連
れ
に
な
っ
た
「
ホ
ン
ダ
ナ
ナ
ハ
ン
」

に
乗
っ
た
オ
ニ
イ
さ
ん
u
大
学
生
H
が

宿
を
級
ん
予
ぞ
れ
て
野
宿
掌
草
ぬ
が
れ

た
。大
俸
に
お
い
て
平
穏
無
事
だ
っ
た
よ

う
だ
が
、
チ
ヨ
ッ
ト
大
変
だ
っ
た
の
は

稽
広
へ
の
帰
路
。
途
中
ダ
l
ト
に
出
く

わ
し
、
縫
い
モ
ン
キ
ー
の
車
依
が
振
ら

れ
て
苦
心
サ
ン
タ
ン
。
二
人
が
交
互
に

モ
ン
キ
ー
を
い
掛
っ
て
、
と
つ
に
か
稽
広

に
到
告
。

‘
「
バ
イ
ク
の
中
型
免
許
を
取
っ
て
日

本
各
地
を
走
り
廻
り
た
い
」
と
い
う
の

が
三
浦
さ
ん
の
ユ
メ
。

ウ
チ
の
人
た
ち
心
配
し
な
か
っ
た
?

と
の
質
問
に
は

「鰻
近
何
に
も
い
わ

れ
な
い
。
安
全
運
伝
を
守
っ
て
ま
あ
l

す」

。
彼
女
、
バ
イ
ク
歴
四
年
。
高
校

二
年
生
の
時
か
ら
バ
イ
ク
の
ト
リ
コ
に

な
つ
な
七
A

活
。

夏
の
北
海
道
ひ
た
走
り

意
気
高
し
バ
イ
ク
三
人
娘

一手
』デ
ル
「
M
B
m」
と
共
に
乗
船
。
約

一
三
十
時
間
で
釧
路
着
。
帯
広
に
住
む
友

一
人
宅
へ

一直
線
。

一

三
浦
さ
ん
と
、
福
島
シ
帯
広
の
友
だ

一ち
一ニ
人
は
、
ホ
ン
ダ
「
M
B
印
」
同
じ

一
く
「
モ
ン
キ
ー
」
「
ヤ
マ
ハ
R
B
印
」

一
を
辿
ね
て
三
泊
四
日
の
ロ
l
ド
ツ
ア

丁
に
出
奇

一
コ

lスは、
帯
広

l阿寒湖
l屈斜

函
朔
(
泊
)
l
美
幌
峠
l
網
走
し
す
ロ

一
ベ
ツ
湖
(
串
!
大
雪
山
・
層
雲
峡

1

夏
の
北
海
道
宇
ぬ

αバ
イ
ク
で
駈
け
一
リ
ン
グ
、
最
高
で
し
た
」
と
三
浦
さ
ん
。
一
〈
泊
)
|
帯
広
告
。
全
走
行
距
離
は
約

正

一る

i
l。
著
さ
い
っ
ぱ
い
の
サ
マ
l
パ
一
今
年
の
審
に
は
、
ホ
ン
ダ
の
「
ロ
l
ド
一
七
言
J
、
一
日
平
均
百
五
十
キ
ロ
か
ら
百

日

一
ケ
イ
シ
ョ
ン
を
裂
し
ん
だ
の
は
、
東
京
一
パ
ル
」
で
福
島
包
友
人
宅
密
訪
問
。「
よ
一
八
十
J
の
安
全
ド
ラ
イ
ブ
だ
@

vμ
一
・
新
宿
に
あ
る
文
化
服
装
学
院
二
年
牛
こ
う
や
る
よ
ォ
」
と
オ
ー
ト
バ
イ
仲
間
を
一
「
の
ん
び
り
旅
だ
っ
た
の
よ
」
と
三

炉

一の
三
浦
ひ
令
き
ん
(-九
)H
町
田
市
城
一

H

ア
ノ
と
い
わ
せ
た
武
居
民
(
ワ
)
一
浦
さ
ん
。
道
中
は
、
大
型
バ
イ
ク
の
一
革
新
自
白
星
口
恒
例
「
政
治
寄
席
」
て
つ
暗
黙
の
教
え
か
え
そ
し
て
、
太
田

主
~
一瀬
H

た
ち
、
一
一
一
人
。
い
ず
れ
も
服
飾
デ
一
の
持
芋
君
。
一
人
旅
や
グ
ル
ー
プ
の
バ
イ
ク
野
郎
に
出
が
9
月

ω日
、
上
野
・
本
牧
亭
で
に
ぎ
一
一
歳
の
「
ネ
ク
タ
イ
を
つ
け
た
お
日
間
」。

勾

一
ザ
イ
ナ
l
の
タ
マ
ゴ
だ
。
一
出
発
は
八
月
一
日
夜
十
一
時
。
宗
一
会
い
、
励
ま
さ
れ
た
り
、
冷
や
か
さ
れ
-
に
ぎ
vuく
闘
か
れ
た
。
初
1
初
代
の
男
一
税
金
の
用
途
と
ハ
ム
務
員
に
つ
い
ず
永
田

凶

一

「北
海
道
の
人
は
索
朴
で
親
切
、
澄
一
・
附
海
|
釧
路
聞
の
長
距
離
フ
ェ
リ
ー
一
た
り
;
。

一
位
が
大
半
伊
苫
め
る
客
席
は
宰
D

見
が
一
る
。
役
人
の
汚
般
事
件
が
相
次
い
肯
定

民

一
ん
だ
宵
空
の
下
を
風
を
切
っ
て
の
ツ

1
7マ
リ
モ

F
に
霊
ホ
ン
ダ
股
新
型
一
「
バ
イ
ク
同
志
、
す
れ
違
う
時
、
ァ
一
で
る
ほ
ど
の
盛
況
。
中
に
は
の
し
イ
カ
一
っ
て
い
る
だ
け
に
、
聞
〈
方
も
身
が
入

弔

一

-d
園

圃

・

・

・

・

・

・

J
7議
醐

踊

一

イ

サ

y
し
合
う
し
、
給
油
で
ガ
ソ
リ
ン
一
を
か
じ
り
な
が
ら
澗
霊
乞
リ
、
主
」
一
る
。
こ
の
あ
た
り
で
や
っ
と
「
政
治
」

昭
了

醤
.

.

 
司

週

羽

藤

畿

一

ス

タ

ン
ド
に
き
と
、
ど
手
ら
ヱ
リ
と
い
う
者
も

5
7スし
た
一
と
銘
打
っ
た
震
ら
し
く
な
っ
て
来

語
圏
・
・
・
・

E

、hw嗣
鵬
輔
輯
顕
一
た
の
?
と
ス
タ
ン
ド
マ
ン
。
『
東
一
原
一
ム
l
ド

。

一

九

ト

リ

は

、

中

山

千

夏

・

矢

崎

泰

久

1
4
f
μJ
園
南
歯
周

as凶
邑
圃
輯
覇

一
か
ら
』
と
答
え
る
と
激
励
し
ず
ど
れ
た
一
今
回
の
演
目
(
?
)
は
、
白
井
美
一
コ
ン
ビ
・
狭
間
組
の
「
狭
間
組
綱
方
古

儀
対
1

1

1
凶

圃

圃

・

圃

園

田

圃

購

'

一

り

し

τみ
ん
な
に
親
切
に
さ
れ
て

一
の
「
準
じ
ゃ
曾
け
な
い
富
論
」
。
一
論
」
。
矢
慢
は
月
刊
書
の
特
集
」

-a一
F
てや溢
S
明
幽
・
・
・
掴
帽
叫
幽
醐
融
闘
い
刊
一
室
一人
、
種
ト
ク
し
た
面
も
あ
り
ま
一
般
画
評
論
家
ら
し
〈
、
田
沢
塑
替
の
一
の
編
集
長
。
ロ
ッ
キ
ー
ド
汚
職
に
関
係

い

除
A
叩

w

i
l
l

一
臨
帽
嗣
輔
岬
院
副
圃
園
・
圃
購
揃
浦
一
し
た
」
と
は
=
天
が
口
を
揃
え
て
の
感
一
映
画
制
作
に
対
す
る
安
易
と
、
「
臨
京
一
し
4
/漠
補
者
に
、
今
度
の
選
挙
で
は
役

一一

A
E民
国
唆
d・
聞

罷

こ

巨

一

均

一
新
」
護
ろ
さ
れ
た
勝
実
郎
の
俳
優
一
票
す
る
べ
か
字
、
国
民
密
警
つ
け

険
区
画
・
・
司

aa-F『
叫
凶
園
圃
醐
幽
圃
つ
人
一
出
発
前
に
は
、

パ
ン
ク
修
理
チ
三
姿
勢
を
議
'
U
く
事
告
。
次
は
村
上
重
良
一
る
裁
判
官
へ
の
×
印
室
忌
れ
な
い
で
や

J
AL蜘
回

限

粧

園

田

璽

立

一
l
ン
、
ブ
レ
ー
キ
の
調
号
、
三
の
「
昭
和
附
田
蒔
代
宕
薮
の
産
」
一
ろ
う
あ
、
警
の
大
会
に
出
席
し
た

bて

du-----e
v
組
閣
田
監
圃
・
圃
.
.
.
 ，.回
E
.
.
.
.
.
 ，
qa--聞煎瞳
踊
嗣

t
t

一

-

-

h
s
l
‘
.岡山間
v

抵
・
圃
司
・
円
国
幽
唱
団

a
R祖
廟
綴
舗
れ
か
一
い
故
障
な
ら
自
分
で
直
せ
る
よ
う
に
一
入
学
教
伎
の
氏
の
語
り
口
は
治
義
調
。
一
話
な
ど
歯
に
衣
む
せ
ず
に
ズ
パ
リ
と
い

一

削
岩

EEh--hm
明

白

置

露

連

左

一

H

特
仰
星
け
た
重
量
も
あ
一
大
正
、
昭
和
初
期
に
起
き
た
六
本
教
の
一
い
毒
薬
す
。
政
治
問
題
と
い
え
ば

-

M円
・
・
割
削
』
原
島
町
昆
割
鵬
畿

道

一

一

一

一

、
ぶ

輔

醐
胴
臨
田
副
院
明
健
闘
量
醐
欝
酬
で
と
一
る
の
で
あ
る
。

一

政
府
蝉
圧
の
や
り
方
の
ま
喜
す
。
一
堅
苦

py、
額
に
シ
ワ
を
寄
せ
る
か
ア

《

常

心

一

瞬

幽

圃

暦

鯛

蝉

盟

関
主
一
ツ
ー
リ
ン
グ
で
一
言
に
深
い
の
一

f
Z能レ
Z
l加東
照
二
ク
ピ
が
出
そ
う
な
挺
り
が
多
い
。
が、

M

一iizih輔
副

E
J圃
騒
購
轍
欝
割
方

一
は
、
サ
ロ
マ
朔
の
民
宿
。
北
海
道
フ
ァ
一
の
「
芸
能
界
ざ
っ
く
ば
ら
ん
レ
ポ
l
一
た
ま
に
は
こ
う
い
っ
た
等
監
護

哉
、
川
川
品
設
機
輔
自

慢

臨

謝

盟

関

一
ン
に
は
、
署
名
亀
有
名
前
は
一
ト
」

。
彼
は
白
井
氏
が
「
票
者
」
明
一
る
の
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
う
し
た

-
F
ト¥
-一P
梢
d
圃
画
圃
圃
圃
咽
幽
盟
闘
掴
輯
醐
一

「
船
長
の
家
」
。
一
件
を
国
間
択
側
か
ら
砂
え
た
の
に
対
し
、
一
中
で
一

人
一
人
が
政
治
に
目
覚
め
る
な

一
一
ベ
ヤ
溢
園
田
園
眠
康
則
明
醐
醐
臨

一
夕
食
に
は
、
特
産
の
「
帆
立
貝
」
主
勝
新
太
郎
側
に
立
つ
玉
吉
。一

つ
の
ら
、
盟
や
る
地
帯
の
街
角
で
も
や

r

:芥
L
醐

V

H酒
田
園
園
開

M-----『岨・
・
聞
恥
醐
瞳
圃
圃
圃
圃
圃

一

一

一

J

A

削
減
糊
甑
圃
圃

圃

眠

幽

閉

舗

闇

一
ド
ッ
サ
リ
食
点
へ
出
さ
れ
、
高
田
を
一
明
作
で
も
捕
え
る
議
選

-FZ一
っ
て
ち
ら
い
た
い
も
の
だ
と
、
顔
の
皮

f
1・い
堅

固

・

園

周

回

開
・
画
圃
一
み
は
っ
て
カ
プ
リ
つ
い
だ
と
て
も
随
分
内
容
も
変
っ
て
き
も
の
だ
と
い
一
を
ゆ
る
め
な
が
皇

J2

室、
-
』曹
三
里
霊
園
=---圃
--E
E
---
=
=--量
-==豊
三
里
一--
-Ez
--里
-=-聖
---一
騎
=-z堕
至
理
----

く木曜日〉

H

オ
ー
ト
バ
イ
か
ら
V
サ
イ
ン
u
の
著
者
で
、
自
ら
ト
ラ
イ
ア

ン
フ
・
ボ
ン
ネ
ピ
ル
7
5
U|
い
わ
ゆ
る
ナ
ナ
ハ
ン
ー
で
世
界
一

周
バ
イ
ク
・
ツ
ー
リ
ン
グ
の
快
挙
を
成
し
と
げ
た
美
人
ラ
イ
ダ
l

掴
ひ
ゐ
子
さ
ん
(
ヨ
一口)
に
刺
激
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
タ

性
の
聞
で
の
H

バ
イ
ク
熱
H

は
、
ス
ゴ
イ
勢
い
だ
。
ヤ
ン
グ
ば
か

帽
り
で
な
く
ミ
ド
ル
の
広
性
に
も
フ
ァ
ン
が
多
く
な
っ
た
今
夏
-

広
大
な
北
海
ザ
事
ぼ
や
り
の
バ
イ
ク
・
ツ
ー
リ
ン
グ
で
楽
し
ん
だ

お
嬢
さ
ん
宇
紹
介
し
よ
う
。

革
白
連
の

「
政
治
寄
席
」

安斎 f、議斤陪肩国t第三種劃更物認可1第 581号

自然の明日を支える化学人と上手lこ使って、刻、しく食べよう。。
近づく 21世紀へ一一一一一

限りある資源の有効利用、美しい

自然の保護など、化学の果す役割

は、ますます重要になっています。

確かな技術と、より良い製品づくり

を通じて、住友化学は社会や時代

のニーズにこたえ、未来に向って、

たゆまぬ努力を続けています

おしゃ札Tふわいしz
おやつにUと工夫。

ぷ多様
四宮参ザヲムヲ，d 。
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(新住友ビル)TEL (06) 220-3211 

(東京)東京都中央区日本僑2丁目7番9号
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本

渇
望
ノ
患
ナ
ヴ
ヘ

食品はできるt:'11小分けtこして乾燥したり

般化したりしないよう空気制郎、て街討

するこ tがホームフリージングのコツ。

サランラ・ノ7''Ii.ピッタリ'也;.(i"o ~fr直下さを

長期にわた

って守りま

す。 l

酸イ仁を防さ
わいしe.'Jがもち。

ガγテソ/
鮮長にわてさEよい.

ラップを使って

楽しい

ホームフ1)ージング。

水分保持性1:1呆香

性にす「れfごすラン

ラップ。野菜や果

物の大切な香りと

みずみずLきをしっかり守ります。

冷厳J.liの中で肉や魚の臭いが移るのも
防ぎます.

lOO'C前後になる電子レンジ料開でも

サランラ yプl.t大丈夫。耐熱i品度l.t

140'C。ポ分を~守lf 、、

にがちず、待り鴎c:::;;::1盈副首酬

を 1呆ち、おいし薗圃 ・・昭組・~I'l圃|

い昧を生か L lIì通 I~ mll
tす。 司」三二二:.-:::---
.l1li"'-醐にてIl!定されたa点検iJ.による.

サランラ ップはおいしさを":fるtともに、

比たIJの美しきも演出します。お弁当

やおやつにもピ γタリ。清潔で、楽しい

おいLきをお約束します。そのほかアイ

デアを生かLてお楽しみくださL、

ス切fd香つId::
大切に守ったい。

右つを保って
おいしく調理。

計す2列すしさを
し勺かうつつPほ立

轡

-汁

H

h
f

，d1
F
e
al
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H
I恒
国
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冬
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ソ
ま
l

w
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必
凶
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ブ

u
w
d前
脚
晶

-

nノ
、

ー

吋

耐
泊
中

l
l
M『
匠
馬

き

い

弘

明
y
輸出可

抗
衆
・

11
1

オく分にがさす
パヲマブしらす。

冷蔵庫ガ大型化。

上手|こ買って

上手!こ保存。

電子レンジクッキング。

耐熱性のいい

ラップを選びましよう。

戸イデア生かして

楽しくおいしく

食べましょう。

いいくらしし丸、ラッズ。
E ........ 幽岨~白圃圃圃圃圃F
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三
井

物

産

は

、

明

治

九

年

(
一
八
七
六
年
)
七
月
一
日
に
創
業
さ

れ
ま
し
た
。

一
O
O年
を
越
え
る
歴
史
の
中
で
、
三
井
物
産
は
、
日

本
経
済
の
発
展
と
と
も
に
歩
み
、
広
範
で
多
彩
な
活
動
を
通
じ
て

皆
様
の
生
活
の
お
役
に
た
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
歴
史
と
伝
統
の

中
で
つ
く
り
あ
げ
た
企
業
哲
学
の
一
つ
に
、
貿
易
を
通
じ
て
、
わ
が

国
国
民
の
必
要
と
す
る
物
資
を
調
達
し
、
「
渇
望
の
患
」
の
な
い

よ
う
に
す
る
と
い
う
使
命
感
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

「
渇
望
の
患
」
と
は
、
明
治
九
年
の
制
業
時
に
制
定
さ
れ
た
、
社

則
の
一
節
に
あ
る
言
葉
て
す
。

「
(
副
略
)
交
際
ノ
盛
ナ
ル
ニ
随
ヒ
、
礼
文
益
々
開
ケ
、
其
.
小
ト
巾
要
供
給

ノ

道

メ
一回
テ
以
，
ア
サ
エ
ギ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ニ
七
ル
、
此
時
ニ
当

リ
、
内
外
渇
望
ノ
忠
ナ
ク
、
彼
此
痛
捧
ノ
割
前
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル
者
、

ケ
、
ダ
シ
商
光
ノ
桔
揖
ス
ル
所
-
一
依
ル
(
略
)
」

一
O
O年
た
っ
た
今
も
、
三
井

物

産

の

的

動

の

基

本

を

流

れ

る

も
の
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
全
世
界
の
へ
ひ
と
に
「
渇
望
の
忠
」

を
な
か
ら
し
め
る
と
い
う
願
い
で
す
。

イ
ラ
ン
の

I
J
P
C石
油

化
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ア
ブ
ダ
ビ
沖
合
の
「
ダ
ス
島
」

L
N
Gプ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ロ

l
プ
リ
バ

l
鉄

鉱

石

開

発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
、
多
く
の
資
源
開
発
活
動
も
、
こ
う
し

た
創
業
の
精
神
に
支
え
ら
れ
、
米
米
を
見
す
え
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

に
立
っ
て
、
明
日
の
社
会
に
「
渇
望
の
患
」
な
か
ら
し
め
る
た
め
に

繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。=
戸
持
初
産

伊

乙J、...... " 

一
井
高
利
が
創
役
し
た
緩
後
患
の
錦
鎗


